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午後１時開会 

○司会 定刻になりましたので、令和５年度第１回世田谷区総合教育会議を開催いたしま

す。 

 本日の司会進行させていただきます、政策経営部長の有馬と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 開催にあたり、本日の会議の流れについて御説明させていただきます。 

 第１部「新たな学びの実践に向けて」です。基調講演を20分程度、その後、休憩を挟み

まして、区長と教育委員会に、さらに講師にも加わっていただき、意見交換を行います。

なお、本日の意見交換をさらに充実したものにしたいと考えておりまして、第１部の新た

な学びの実践に向けてに関する御質問を皆様よりいただき、御質問の一部ではございます

が、意見交換の中で御紹介させていただきます。会場にお越しの方は入り口でお渡しいた

しました質問票に、オンラインでの御参加の方はＺｏｏｍのＱ＆Ａ機能にて質問をお寄せ

ください。質問は第１部の基調講演の後の休憩時間終了までに締め切らせていただきます。

なお、本日御紹介できなかった質問につきましては、区に関する御質問については、質問

を集約した後、後日、区のホームページにて回答を掲載いたします。 

 次に、第２部「教育大綱の策定について」でございます。当初予定していたプログラム

ですと、「教育大綱（素案）について」としていたところでございますが、教育大綱（素案）

をまとめるに当たって、非常に多くの要素や考え方があることから、本日は、教育大綱に

盛り込むべきキーワード、要素、方向性の議論を行います。また、傍聴いただいている皆

様からも御提案をいただき、今後、教育大綱の策定に取りかかり、大綱をお示ししたいと

考えております。会場にお越しの方は、入り口でお渡しいたしました様式に御記入の上、

お帰りの際に入り口の回収箱にお入れください。オンラインでの御参加の方は、Ｑ＆Ａ機

能にて、第２部の開始から会議の終了までの時間で御提案をお寄せください。改めて第２

部の開始時に御案内いたします。 

 それでは、開催に先立ちまして、区長の保坂より御挨拶申し上げます。区長、よろしく

お願いいたします。 

○保坂区長 皆さん、こんにちは。世田谷区長の保坂展人です。 

 本日は総合教育会議をこうして開催することになりました。 

 総合教育会議とは何かという話なんですが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律、

地教行法と略して言われることが多いんですが、この法律の改正に伴って、区市町村長、
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あるいは都道府県知事などの自治体の首長が招集して、教育委員と共に、公開の席で議論

する場を設けましょうと。そして、その場で教育の大きな指針となる大枠の考え方や方針

を教育大綱として定めようというつくりになってございます。教育大綱というのは、そう

いう意味では、区長部局で呼びかけて、この会議を通してつくり、議論していく、そして、

最終的に教育委員会に出来上がったものをお渡ししていくという関係にございます。 

 さて、本日、素案という形で事務局がつくったものを議論するということも考えていま

したが、もう少しこの議論を徹底しようではないかということでございまして―実はこ

の総合教育会議は、制度は８年ぐらい前にできたんですが、最近、ほとんど開かれていな

い自治体もあるらしいんです。世田谷区は公開シンポジウムのような形で、シンポジスト

は教育委員であり、私であり、教育長であり、また、ゲストスピーカーでありという形で

やってきました。 

 平成27年、2015年からの総合教育会議では、一貫して、学びの多様性、学びの多様化が

必要ではないかとか、非認知能力に着目して、小さい頃からの遊びと学び、育ちに着目し

ようとか、幼児教育と学校教育のつながり、配慮を要する子どもたちの支援についてどう

あったらいいのか、子どもたちの自己肯定感をしっかり形成していくにはどうしたらいい

のか、ＳＤＧｓとこれからの教育、ＩＣＴをどういうふうに使っていくのか、多忙化する

学校の教員をどういうふうに支えていくべきなのか、あるいは、学校そのものを支援する

ということはどのようにあるべきか、そして、本日も議論しますけれども、不登校のお子

さんたちがコロナの３年間を経て大変増えているという問題などについて議論を重ねてま

いりました。 

 そうした中で、同時並行で澁澤委員にもいろいろと議論をしていただいてきたんですけ

れども、総合教育会議の議論ともシンクロしながら、世田谷区基本計画審議会答申―後

ほど資料説明があると思いますが、区の最上位の基本計画の中で、学校教育についてとい

う一文がありまして、御紹介すると、「画一的な学び方から個に応じた多様な学び方へとこ

れまでの学校教育を大きく転換させる時期を迎えている。子どもたちが自ら地域課題の解

決策や興味、関心が高いテーマなどについて考える探究的な学びへと転換させ、『参加・協

働』の視点も」というふうに続くんですけれども、かなりはっきりした言及がございます。 

 そして、本日、第１部におきましては、「新たな学びの実践に向けて」ということで、株

式会社ＳＰＡＣＥの福本理恵さんに御講演をいただきたいと思っています。この間の議論

では、強い好奇心や感受性、鋭敏な想像力や五感などに恵まれつつも、学校環境になじめ
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ない子どもたちが少なからずいるということも私の耳に届いているところでございます。

子どもたちの居場所をつくり、学校教育の中で様々先生方が取り組んでいる一方で、一人

一人の個性や能力を生かして、生き生きと学んでいけるような新たな学びの場が求められ

ているのではないかという議論もしてまいりました。今日は、福本さんの発題、基調講演

を基に、まずはそこをディスカッションしてまいりたいと思います。 

 そして、第２部におきましては、教育大綱をどのような枠組みで、また、内容でつくっ

ていくのかということについて議論を詰めてまいりたいと思います。 

 長時間にわたりますが、どうかよろしくお願いいたします。 

○司会 ありがとうございました。 

 ここで、本日の会議に参加されております世田谷区教育委員会の委員の皆様を御紹介さ

せていただきます。 

 渡部教育長です。 

 澁澤委員でございます。澁澤委員は、現在、ＮＰＯ法人理事長を務められており、各地

で講演などを行われております。また、次世代を担う青少年の育成や環境啓発活動に携わ

るなど、様々な分野で活躍されております。 

 続きまして、中村委員でございます。中村委員は、中学校の教諭、副校長、世田谷区立

中学校長を歴任し、校長会会長にも就任されており、東京都の教育の現場の第一線で活躍

されておりました。 

 続きまして、鈴木委員でございます。鈴木委員は、世田谷区立小学校ＰＴＡ連合会協議

会会長を務めており、区立小学校の学校支援コーディネーターなども務められております。 

 なお、坂倉委員につきましては、本日御欠席されておりますが、事前収録した動画をお

預かりしておりますので、後ほど御紹介いたします。これまで慶應義塾大学のグローバル

セキュリティ研究所特任講師や世田谷区社会教育委員などを歴任され、現在は東京都市大

学都市生活学部教授を務めるなど、教育行政の発展向上に貢献いただいております。 

 委員の皆様、本日はよろしくお願いいたします。 

 それでは、第１部「新たな学びの実践に向けて」に移らせていただきます。 

 まず、福本理恵様により御講演をいただきます。 

 福本様は、株式会社ＳＰＡＣＥのＣＥＯであるとともに、東京大学未来ビジョン研究セ

ンターの客員研究員でもございます。ユニークな子どもたちに寄り添った一人一人が生か

される環境づくり、地域リソースを活用した個々に合わせた学びづくりなど、これまで様々
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なプロジェクトの立ち上げ、運営をされております。 

 本日は、「一人一人が輝く個才の時代」をテーマにお話しいただけると伺っております。 

 それでは、福本様、よろしくお願いいたします。 

○福本氏 皆様、こんにちは。先ほど御紹介いただきました、株式会社ＳＰＡＣＥの最高

情熱責任者という肩書で代表をしております福本理恵と申します。 

 本日は、世田谷区の新しい学びのきっかけになるような、一人一人が輝く個才の時代に

どんな学びが必要なのだろうかというところを、私が行ってきた教育実践のお話をさせて

いただきながら、御紹介させていただきたいなと思っております。 

 私が行ってきた教育実践は、生きるために必要な学びとは何かということを一貫して行

ってきたように思います。当たり前過ぎることなんですけれども、私たちは何のために学

び、そして生きていくのか、それぞれの違いというものが当然にありながら、それを携え

て、どんなふうに幸福を享受しながら共存していけるのか、このことを考えるような学び

をずっと様々なプロジェクトを通して行ってきたかと思います。 

 生きるための学びに、子どもたち、私たちに必要なものは何だろうかと考えたときに、

感覚の軸を自分の中に持つ。それは身体感覚として、何か体験を通して心地がいい、心地

が悪いという境界線をつくりながら、子どもたちの中で、これはいい、これは心地が悪い

という感覚の軸をつくっていくということが、１つ、自分の人生のレシピをつくっていく

ために必要なものだと思っています。 

 そして２つ目の軸としては、知識の軸です。学校に入ると、様々な知識を教科書と授業

等で学んでいくわけですが、それが机上の知識ではなく、日常の中で暮らしをつくってい

くためにどんなふうに役立つのか、そこに結びついて初めて知識が生かされていく、その

知識をどんなふうに自分の中に蓄えて、実用的に使うのか、それが知識の軸だと思ってい

ます。 

 そして３つ目に大事な軸というのが、価値観―哲学とも言えるかと思うんですけれど

も、どんな生き方を自分はしたいのか、どんな暮らしの中で、どのような心震える体験を

通して、自分が感動しながら、人と感動を共有しながら生きていくのか、この哲学の軸を

磨いていく、それこそが生きていくために必要な、子どもたちにとっての根幹となる３つ

の軸をつくっていくことになるんじゃないかなと思っています。 

 よく社会に適応するようにという言葉も聞かれるんですけれども、社会に適用する前に、

もしかすると私たち人間社会が自然に適応する、自然のことわりがあることが本当に社会
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の中にあるんだろうかということも含めて、教育の環境をつくっていくときに、果たして

今の教育はそのことわりの中で無理がたたっていることはないだろうかと問いながら、教

育の根本、本質というものをつくっていくことを私たちはやってきたかなと思います。 

 その中で、自然の中にあることわりを社会の中にも取り戻していくと、自然と個々が生

きていくような個別最適化が行われないだろうかというのが学習の環境をつくっていくと

きの視点にもなりますし、また、偶然に出会うものの中で、一人一人が体と心と頭を使い

ながら、試行錯誤する中で、自分に合うもの、自分に合わないものの軸がどういう形で変

化していくのか、自分自身にフィットするものを見つけていくということが自分らしさの

発見であり、そして、出会うものを設計するというのが教育のデザインなのかなと考えな

がら、実践を行っています。 

 本日、限りある時間の中で、どういう実践を行ってきたのかというのを御紹介させてい

ただきたいなと思っています。 

 私がＳＰＡＣＥを立てたのは３年前になるんですけれども、ＳＰＡＣＥを生むきっかけ

になったＲＯＣＫＥＴというプロジェクトがございます。こちらは2014年から日本財団さ

んが支援をしてくださって、東大先端研で行ってきた事業になります。ＲＯＣＫＥＴとい

うのは、志と特異な才能を持った子どもたちが集まる部屋というところで、その当時、ま

だ11万人だった不登校の子どもたちの中には、本当は学校にはなじみづらいんだけれども、

自分の好きなことを思いっ切りやっていくというところで力を発揮することができるよう

な子どもたちがいるんじゃないだろうか、そして、今、閉塞感のある日本の社会をそうい

った子どもたちがもしかすると希望を持たせてくれる、打破してくれる状況は生めるんじ

ゃないだろうかというところで生まれたのがＲＯＣＫＥＴです。 

 学校の枠組みに子どもたちの認知特性であったりですとか、こだわりの強さでなじみに

くいというところがあったんですけれども、そうした子どもたちが、教科書がなくなった

ら、時間割がなくなったら、さらには目的さえもなくなったときにどんなふうに学びを始

めるんだろうかというところで、大きな社会実験のような形で、子どもたちの情熱と好奇

心を軸にしながら、つくってきたのがこのプロジェクトかと思います。 

 プログラムを日本の61市町村、そして海外にも広げて、旅をするように、旅先で子ども

たちと寝食を共にしながら、様々な地域のリソースを活用していただきながら、つくらせ

ていただいたのがこのプログラムでした。約370個のプログラムを実施しまして―これだ

けたくさんのプログラムが必要だったのは、子どもたちに合わせていく必要があったから
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なんです。それほど一人一人、本当に異なる才能、特性、感覚の感性やセンサーを持った

子どもたちが集まったというのがＲＯＣＫＥＴでした。 

 私が彼らから学んだことは、本当に人は一人一人違う、本当にこだわりが強くて、学校

では先生方も困られていたんじゃないかと思うような子どもたちもいましたし、学習障害、

読み書き障害、発達障害という名前がつく障害を持っている子どもたちもいました。ただ、

障害有無にかかわらず、本当はどの人たちもそれぞれに感性の違い、感覚の違い、そして、

興味関心の違いや度合いの深さと広さというものをそれぞれの人たちが持っているんじゃ

ないか、そこは特別に生まれたからではなくて、一人一人が持っていることであって、彼

らが、少し程度が強く出てしまった、今の学校の中で少し合わないところが大きく出てし

まったからこそ、学びを多様にしていくということを教えてくれる存在として、学校では

ないところに学びを求めていった状況を私は彼らから教えてもらったなと思います。そし

て、好きなことをとことん追求し、試行錯誤できる場と時間、そして、その機会を提供し

たのがＲＯＣＫＥＴです。 

 彼らを見ていると、彼らが特別なのではなくて、与えられている時間を何に費やしてい

くのか。自分を生かすために費やしたときには、おのずとそれは茨の道かもしれませんし、

決まったルートの道ではないかもしれないけれども、そこが開けていく姿を彼らが見せて

くれて、なおかつ、ユニークネスというもの、唯一無二の自分の存在を確立していくのは、

もしかすると人がやっていないことを自ら突き詰めていった先に生まれるものなんじゃな

いかということも教えてもらいました。 

 異才という言葉が持つイメージは強くて、異なる才能と言ってしまうと、一人一人が違

うということがもちろん前提にあるんですけれども、どこか違う人という感じの分断が生

まれてしまうことがあったんです。なので、私はそうではなくて、一人一人の中にあるも

の、もともと持っている個才という、個人の中にあるものが発現していくというところに

学びを変えたいなと思いまして、異才から個才へという価値観で、今、活動をＳＰＡＣＥ

に変えています。ポケットから旅立っていく、飛び立っていくＳＰＡＣＥの意味もありま

すし、好奇心と情熱を核に置きながら、その人たちがそれぞれの好奇心、情熱のままに好

きなことをやれるような環境を受容していく社会が来たときに、個別最適な状態、一人一

人が生かされている状態が生まれるんじゃないかという願いも込めて、ＳＰＡＣＥと名づ

けています。 

 ＳＰＡＣＥでやっていることといいますと、親御さんも学校の先生も町の人たちもみん
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な一人一人違うということは理解していながらも、それがいつか社会規範であったり、ル

ールの中では同じようにしようというところがどうしても同調圧力のように働いてしまう

瞬間があったりすると思うんです。そのときに、改めて私とあなたはどういうふうに違う

んだろうか、私自身もどういう状況によったら、どんな変化を遂げるんだろうかというの

をもう少し見える化したほうがいいんじゃないかというところで、今、アセスメントとい

うものを作って、子どもたちに提供しています。これは、体重計に乗るように、どんな環

境、どんな人に会った後に、どのように興味関心が変わるのか、そして、今、会場がちょ

っと暗くなっていますけれども、この会場を暗いと感じていらっしゃる方もいれば、明る

いと感じていらっしゃる方もいるかもしれない。同じ環境の同じ刺激を受けている人であ

っても、感覚として捉えるものがそれぐらい違うんだというところを見える化したときに、

初めて学校の中での物理的な環境を調整することができるかもしれない。学校の中で難し

ければ、外に出ていくところで子どもたちの学びを保障するような、子どもたちに合った

環境を提供できるかもしれないというためのアセスメントになります。 

 体重計もそうなんですけれども、自分の健康状態を知るということは、体重計で体重が

増えた減ったという目安で見ていくことができると思うんです。ただ、根本的な、例えば

病気になったときには病院に行かないといけないとか、日々健康に気をつけようと思った

ら、ジムに行かないといけないというように、体重計で全てが分かるわけではありません。

自分の状態がどんな状態であるかということを知るためのきっかけとして、私たちはこの

ツールを使っていて、そのツールというものが、過去の自分、そして、今現在やらないと

いけないと思っている勉強とか部活とか共にやりたいなと昔思っていた自分の中にある好

奇心とか情熱を比べたときに、どんなふうに自分は変化してきたのかという、現在の自分

を捉えるということを通して、ありたい未来、将来こういうふうに自分はなっていたいと

いうことを含めて自己理解していくためのアセスメントになります。 

 今、学校の中にも入れさせていただいているんですけれども、これを通じて子どもたち

の立場が変わってくるんです。子どもが自分自身の特徴を知ることによって、子どもがや

りたいこと、合う環境はどんなものなんだろうかと考え始める、これがまさに学習環境を

つくっていく主体者になるという、子ども主体の学びへの転換にも役立っているように思

います。そして、学校の先生方、保護者の皆様も、この子がこういうことに興味を持って

いたと知らなかった、こんなことが得意だと思っていたんだけれども、こういう背景があ

って、これが好きだったのかもしれないと子どもたちの多様な姿を受容しやすくなるとい
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うお声なんかもいただいているところです。 

 そのアセスメントなんですけれども、先ほど言ったように、体重計のようなものなので、

それが分かったところで、どんなふうに自分を生かしていったらいいんだろうかという環

境とセットでないと役に立たないんです。今、自治体さんと御一緒させていただいて、子

どもたちが個才を自分自身で知るということと、たくさんの環境の中で、どんな環境だと、

自分はその環境がよりフィットしているんだということが分かるように、環境と自分自身

をマッチさせていくようなプログラムをかまくらＵＬＴＬＡという中で提供させていただ

いています。 

 ＵＬＴＬＡの中では、まず知る、そして、自分らしい学び方を試すというプログラムを

提供しています。プログラムの中で、様々な分野のナビゲーターの人たちが話をしてくれ

たり、実践をしてくれたり、自分自身で実験をしてみたりと繰り返しながら、その中で、

面白かった学びの形を自由に表現して、その繰り返しの中で、自分がどんなふうに変化し

ていくのかというところを一連で、子どもたちが成長していく機会をつくっているのがか

まくらＵＬＴＬＡになります。 

 かまくらＵＬＴＬＡでは、学びがどのように変化しますと、ちょっと小さいですけれど

も、左に書いております。学びの主体者は子どもたちになり、教育教室が学校の外にまで

広がり、地域の多様な場所を学び場に、例えば鎌倉であれば、森、海、お寺、企業といっ

たところにまで拡張するという形です。先生は、地域内外のエキスパートの方や住民がナ

ビゲーターという形で、楽しい探求の芽を与える役割をしてくれる方になります。そして、

学習内容も、教科横断、学年縦断的に、地域のリソースを教材にしながら、教科の単元に

結びついていく。自分の体験から学んでいく学びなので、本当に自分事化した知識に落ち

ていく学びのつくり方をしています。森と海というリソースを使いながら、自分で発見を

していくということをやっています。探求の視点というものが世界の見え方を大きく変え

るきっかけを与えてくれるんです。そのきっかけのつくり方を鎌倉のプログラムの中に入

れながら、広がり、深まりが出るようなデザインを行っています。 

 今日、せっかくなので、動画も見ていただきたかったんですけれども、時間の関係で割

愛させていただきます。 

 鎌倉の子どもたちは、３年以上家から出ていないけれども、この場だとすごく安心でき

るからということで、出てこられるようになっている子どもたちもいます。そして、最初、

期待とか不安が大きかった子たちが、期待、そして、やりたいと思う意欲が上がり、不安
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と緊張が下がっていくということなんかも効果検証の中で得られております。 

 それはひとえに学校という学び舎が子どもたちの学びのホームになり、ホームがあるか

らこそ地域に出ていくことができる、そして、地域に出ていったときに、自分の興味関心

を仕事にしていらっしゃる方、専門としてお話をしてくださる方、体験ができることで、

頭では分からなかったけれども、実感として腑に落ちていった瞬間があったとか、それを

通して自分の表現ができたとか、チャレンジの機会を地域の中に増やしていく、多様な学

びの試行錯誤の場所が増えることで、彼らに生きていく学びがつくられているんじゃない

かなと思います。鎌倉であれば森と海なんですけれども、日本の各地は、本当に様々な地

域資源、地球資源がありますので、そういったものを生かしていくことで、多様な学びと

いうのは全国で展開することもできるんじゃないかなと思っています。 

 少しだけ御紹介させていただきたいのが、これはＧＯＤ ＨＡＮＤＳプロジェクトとい

うものです。学びと仕事ということで、より仕事にフォーカスを当てながら、人は地球と

共存しながら、どんな技を使って、どんな知恵を使って材料を調達して、文化をつくるた

めにどんなものをつくってきたかという匠の技にフォーカスを当てながらやっているのが

このプログラムです。 

 型はあるんだけれども、答えがないというところに、子どもたちのチャレンジしがいの

ある余白があると思っています。この中でも、自分自身を知り、ＧＯＤ ＨＡＮＤＳで匠の

人たちのすごさに触れ、そのすごさとか、まねをしたいと思ったことを自分に取り入れて

いく、そして、自分が少しアップデートされるという、守破離という日本の考え方があり

ますが、守破離と心と体と頭がどのように変化していくのかというところを組み合わせた

プログラムなんかも、オンラインとリアルの両方を含めて提供させていただいています。

そのことによって、古来からの地球資源との付き合い方、そして、その土地、人、時間に

愛着を持つにはどんな方法があるんだろうかと町の人たちと共有しながら、それを引き継

ぎ、生きる喜びを感じる子どもたちがあふれる未来につながっていくきっかけづくりなん

かもしています。 

 最後なんですけれども、今の時代、そこの部分を地域の中で育てるということだけが―

今はＩＣＴの時代によって、地域の中だけではなく育てていける可能性自体が増えたと思

うんです。私たちも外に出ていけることによって世界が広がる。世界が広がると、自分が

生きている世界が小さな世界だったということを知って、仲間を見つけに行ったりだとか、

自分のやりたいことが外で見つかっていくという、チャンスを増やすことになると思って



10 

 

いますので、このようなコンテンツなんかも作りながら行っています。 

 子どもの数だけ、個才の数だけ興味の幅は無限にあると思うんです。子どもたちが興味

を広げたり、深めたりする環境の選択肢をどれだけ私たち大人の中、社会の中でつくって

いくことができるのかが教育の役割なんじゃないかなと思っておりますし、また、地域に

今まであったものが、いろんなコンテンツとして学びの教材になっていくことで、地域の

文化や産業が新たな時代の必要な形に再編集されたり、翻訳されることで、新しい学びが

つくられるとともに、その地域に文化の担い手として子どもたちが入ることで、新しい文

化に息が吹き込まれるような循環が生まれてくるんじゃないかなと願っています。 

 本日、「新たな学び」ということなんですけれども、個才を生かしていくというところで、

少し実践のお話を御紹介させていただきました。 

 拙い御説明もあったかと思うんですけれども、御清聴どうもありがとうございました。

（拍手） 

○司会 福本様、ありがとうございました。 

 福本様におかれましては、後ほど区長と教育委員会との意見交換会においても、ゲスト

としてお話しいただきます。今、短い時間でしたので、多分、お話が足りなかったと思い

ますし、皆さんもお伺いしたいかと思いますので、改めてお時間を取りたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、御覧の皆様に御案内いたします。この後、10分程度の休憩を予定しておりま

す。休憩時間に御質問を集めさせていただきます。会場で質問票に御記載いただきました

方は、入り口付近の会場係員にお渡しください。オンラインの方は、ＺｏｏｍのＱ＆Ａ機

能により質問をお寄せください。 

 それでは、次は13時40分から始めたいと思いますので、その時間まで休憩をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

（休憩） 

○有馬政策経営部長 それでは、お時間になりましたので、再開させていただきます。 

 多数の御質問をいただき、誠にありがとうございます。 

 ここからは、区長、教育委員会による意見交換会を行います。先ほど御講演いただきま

した福本様にも御参加していただき、これまでの御経験や独自の視点からの御意見を伺い

ます。皆様、よろしくお願いいたします。 

 それでは初めに、本日御欠席の坂倉委員の事前収録の動画を流させていただきます。そ
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の後、福本さんの基調講演と坂倉委員の動画を踏まえて、順次、御意見をいただければと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、準備をよろしくお願いします。 

○坂倉委員 皆さん、こんにちは。東京都市大学の坂倉です。 

 今日、総合教育会議を欠席させていただいて、大変申し訳ございません。恐縮ですが、

ビデオにてコメントさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 教育大綱に向けてということなんですけれども、世田谷らしい教育の在り方を皆さんで

議論してまとめていけると一番いいなと思っております。 

 私は、東京都市大学でまちづくり、コミュニティーの研究、実践をしています。大学の

ある地元、尾山台は、かつて尾山台小学校にいらした渡部教育長や、地元の商店街、小中

学校、いろんな方々と一緒に、地域の課題解決というよりかは、いろんな人のやりたいと

か、楽しいを重視して、つながりをつくっていく、その中からいろんな人が学んで、新し

い活動を起こしていく、おやまちプロジェクトという活動をやってきております。 

 今日は、その経験、プラス、先日、教育委員の皆さんと一緒に徳島県神山町というとこ

ろに視察に行かせていただきましたので、その経験も踏まえてお話ししようと思っていま

す。 

 改めまして世田谷らしい教育の在り方ですが、今日はこの３つを主にお話ししようと思

っています。 

 まず、観客からプレーヤーということなんですけれども、世田谷区は保坂区長が観客か

らプレーヤーへ―まちづくりを観客として見ているだけ、あるいは、要望を言うだけで

はなくて、町をつくる、公共サービスをつくる舞台に上ってきて、みんなでつくろうよと

いうかけ声をずっとされてきていて、その影響もあって、世田谷区というのは、多種多様

な、様々な個性を持った方々が本当にエネルギッシュに活動する、全国でもなかなか類例

のない地域になっていると言っていいと思います。 

 教育も世田谷らしさということで言うと、学校に全て要望してやってもらうのではなく

て、あるいは、学校に結構文句を言う人、クレーマーの人がたまにいらっしゃいますけれ

ども、そういう態度ではなくて、プレーヤーとして、みんなで教育、学びをつくっていこ

うという町になっていくといいなと思います。 

 意見を聞いてつくろうということはもちろんやっていますけれども、それだけじゃなく

て、小学生、中学生を含めて一緒につくっていく、意見を聞くだけじゃなくて、共につく



12 

 

るというプロセスを大事にしたいです。いろんなものをつくっていく過程に参加するとい

うことが、一人一人の自己効力感とか、ウェルビーイングの向上にもつながっていくと。

こんなことができてくると、本当にいろんな居場所というか、多様な学びの在り方とか、

いろんな子たちの選択肢を学校だけが用意するんじゃなくて、みんなでつくり合っていく

ような町になっていくといいなと思っています。 

 それから２つ目が学び舎単位の循環コミュニティーなんですけれども、神山町で教育委

員の皆さんと一緒に考えて、共有できた視点です。なので、神山町のお話をちょっとだけ

紹介しようと思います。 

 神山町は徳島県です。市内から１時間ぐらいの人口5000人ぐらいの山あいの町です。神

山町自体は、ワーク・イン・レジデンスとか、サテライトオフィスとか、主にＩＴ業界の

誘致をすることによって地域活性化を成功させているということで、最近では有名なんで

す。我々も見学に行きましたけれども、例えば神山まるごと高専は、この４月にできた学

校ですが、神山まるごと高専はＳａｎｓａｎというＩＴ企業の寺田さんが発起人になって

つくった、テクノロジーとデザインを15歳、高専に入学するところから学ぶ、そして、起

業家精神も一度に学んで、人間の未来を変えていこうという野心あふれる学校です。 

 なので、すごくとんがった、エッジの効いたところが有名ではあるんですけれども、神

山町はそもそも山あいの町で、人口がどんどん減っている、消滅可能性都市の一つでもあ

ります。将来的に町をつないでいくためには、人がちゃんといるという状態を維持しない

といけないです。 

 神山町の特徴は、とにかくたくさん人を増やすのではなくて、将来的に安定できる無理

のない規模を算出して、すごく面白いのが、そのために必要なのが子どもの学年当たりの

人数なんです。神山町では、１学年20人以上の子どもたちがいる町を維持できれば、将来

的にも3000人ぐらいの規模になっていくのではないかという推計、仮説の下、まちづくり

をしています。 

 そのためには、まず人がいなきゃいけないんですけれども、住むところがあることはす

ごく当たり前のことなんですが、その次に来るのが、いい学校と教育があるということな

んです。よく地方創生だと、仕事をつくらなきゃいけないんだと言われますけれども、そ

れ以前によい教育と学校があるということを町の目標に掲げています。学校は、小学校が

２つ、中学校が１つ、幼稚園、保育所、最近では、自主的に保育をする活動なんかも生ま

れています。あと、県立の高校生、さっきお話しした私立の高専があるという非常に小さ
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い規模なんですけれども、小さい規模であるがゆえに、町の中で教育、いい学びがあると

いうことがすごく大事だと明確にコンセプトとして打ち出しているので、地域の創生事業

のありとあらゆる事業が一々教育とか子どもたちの学びにつながって実施されています。

詳細について御紹介する時間がないんですけれども、高校から小中学校をいろんなまちづ

くりの事業に連携させながら進めているというのが非常に特徴的です。 

 こうしたことは小さい5000人の町だからできるということは非常にあるので、東京のよ

うな大都市で一々学校が農業とか林業とか産業とか商業に全部つながって、その循環が実

現しているというのはなかなか想像しにくいんですけれども、教育委員の皆さんともお話

ししたのが、世田谷は90校も学校があって、なかなか無理だろう、でも、逆に学び舎単位

で中学校区に絞って考えると、私の地元の尾山台だって神山町と全く一緒で、中学校１つ

と、小学校が尾山台小と玉堤小の２つです。この中学校区、学び舎単位に絞って、世田谷

区だと約90万人を30で割ると３万人ぐらいの人口になってくると思いますが、この範囲で

いろんな人が関わりあって、いろんなことをつくっていく、学び、教育を一緒につくって

いくことは決して無理ではないんじゃないかなと可能性を感じました。 

 ということで、学校から地域を見るというよりも、地域の全体の中で、教育がどういう

ふうに町につながっていくのか、そして、町につながっているからこそできる教育の在り

方とはどういうものなのかを考えてつくっていくという視点がすごく大事なんじゃないか

なと思います。そして、学び舎単位の小さな地域で、ありとあらゆる分野の活動と教育が

相互につながって、それがぐるぐる循環していくようなコミュニティーというのは、東京

のような状況でも、とにかく小さく始めるということを重ねていくとできていくのではな

いかと思いました。 

 最後に、やったらええんちゃうなんですけれども、これは結構掛け声みたいな感じなん

ですけれども、実際にそれを動かしていくための私たちのマインドとしてどんなものが大

事なのか。これも神山町から学んできたことなんです。 

 実は神山町というのは非常にいろいろな活動をしていて、今でも町役場と連携してやっ

ていますが、そもそも最初に始めたのは、ＰＴＡのおっちゃんたちなんです。ＰＴＡ会長

のお父さんたちが集まって、いろんなことを始めた。しかも、自分たちがやってみたいこ

と、わくわくすることをやっていくためには、どういうふうにやっていったらいいのか。

こんなことから始まったのが神山町の地方創生です。 

 90年代から大南さんを中心にいろいろな活動をしてきて、ＮＰＯグリーンバレーを立ち
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上げて、そこからいろんなアーティストやＩＴ企業の誘致が始まっていくと。これが巡り

巡って、町役場の地方創生の事業につながって、今では役場と民間の人が第三セクターで

つくった神山つなぐ公社が地域づくりの核になってコーディネーションしてきました。 

 ここから学べるのは、大南さんをはじめ、ＰＴＡのおっちゃんたちが自分たちがやりた

いことをどんどんやっていく、そして、それが面白いねと集まってきた若い人たちを受け

入れて、どんどん応援して、若い人がやりたいという背中を押していく。こういった活動

がどんどん積み重なって、いろんな企業が集まってきたり、高専ができてきたりというこ

とが実現してきました。 

 グリーンバレーで大事にしてきたコンセプトが２つあって、１つが、できない理由より

も、できる理由を考えよう、それから、とにかく始めよう、失敗を恐れてとか、前例がな

いからということじゃなくて、やってみようと。これを徳島弁で言うと、やったらええん

ちゃうなんですけれども、この掛け声は、神山に集まってくるいろんな人たちの勇気につ

ながって、背中を押されて、いろんなことが起こっていくということになっています。 

 ここから本当に大事だなと思います。私たちは子どもとか若者にどんどんやれというふ

うに一方的に変えるのではなくて、探究学習も、子どもに探求させるというのはもちろん

そうなんですけれども、それ以前に大人も探求しないといけないんじゃないかと思うんで

す。子ども・若者を頑張れと励ますだけじゃなくて、失敗とか変化を恐れない風土を年長

者から実践して伝えていくということも重要なんじゃないかなと思います。 

 世田谷というのは、まちづくりの分野からいっても、教育の分野からいっても、すごく

革新的ないろんな取組をしてきた先人がいっぱいいる町だと思うんです。改めて世田谷ら

しい教育ということを考えると、どんどん若い人のやりたいを応援して、チャレンジでき

る町、教育環境になっていくといいなと思います。 

 ということで、ちょっと長くなってしまいましたけれども、私からのコメントは以上に

なります。どうもありがとうございました。よろしくお願いいたします。 

○有馬政策経営部長 それでは、先ほどの福本様の講演と今の坂倉委員の御発言も踏まえ、

各委員からそれぞれ御自身の御意見等を伺えればと思います。 

 初めに、区長からお願いしてよろしいでしょうか。 

○保坂区長 お二人とも非常に面白いというか、今の学校なり教育の中で、本当に語らな

ければならない問題を出してくれていると思いました。 

 福本さんのお話の中では、ＲＯＣＫＥＴというプロジェクトを通して、一人一人のお子
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さんたちの違い、特に教科書や時間割や目的を持たないというのは、私たちが常識的に知

っている学校教育とはある意味で対極にあるわけで、好きなことをとことん提供というあ

たりは、具体的にいろいろメディア等で見てきたことがありますけれども、今の学校の中

でも、あるいは、かつての学校教育の中でも、あるいは、かつての子どもの遊びの中でも、

好きなことをとことん熱中してやる、時間も場も忘れて徹底してやると。そこには熱い、

体が燃えるような体験があり、そういうものが刻印されていって、自己肯定基盤みたいな

ものにつながってきたかなとも思うところがありました。 

 では、これをどういうふうに―町に出ていって、鎌倉でいろいろやられたという話で

すけれども、世田谷の町の中にも、子どもにとってみれば本当に興味をかき立てられるよ

うな人だとか場だとかというのがあると思います。そういうところを生かしながら、町が

丸ごと学びの場になるみたいなお話は、もうちょっと具体例を聞きたいなとも思いました。 

 神山町の話を坂倉委員がしてくれましたけれども、今、特に１つの時代の変わり目だと

思うんです。とにかく出来上がったもの、今あるもの、行政や学校の意味もそうかもしれ

ないですけれども、そこに対して、子どもたち、親たちも含めて一緒に新たな要素をつく

り出していく、コミュニティーの中でどんどんやってみようというのが学び舎単位でやれ

たらどうかという問題提起は非常に―教育長がやってきたおやまちプロジェクトは、坂

倉委員も初期から担われてきたということで、実際にやってきた坂倉委員が気づいたとい

うか、神山町との関係で、世田谷区の中での学び舎というつながりの中で始められること

ということでまとめられたのは非常に面白かったと思います。 

 今の私たちが立っている課題というのは、不登校のお子さんたちが1500近く、1.5倍とよ

く言われていますけれども、世田谷区も全国平均と多分同じような上昇曲線にあり、多く

の子が学校に行けなかったり、教室に入れなかったり、学ぶということについてなかなか

難しいという状況があり、教育委員会や区でほっとスクールや不登校特例校とかをつくっ

てきているけれども、まだまだそこの場に来られないというか、キャパシティーがありま

すから難しいという中で、新しい学びの場が必要ではないかという議論もこの会議でして

まいりました。 

 同時に、実は不登校のお子さんたちだけが問題を提起しているわけではなくて、学校に

毎日通って、それなりにクラブ活動とか学校の日々を過ごしている普通の子、あるいは、

なかなかよい子と言われる子の中にもいろんな問題が蓄積されていて、特にコロナの３年

間の中で、この社会自身がぎゅっと縮んだ中での子ども自身のストレスというか、未来が
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見えない、未来が非常に暗いんじゃないかというような―実際、環境問題とか気候危機

なんかを考えると、鋭敏な感性である子どもたちにとっては、そういうふうに思うのが当

たり前なんですけれども、要するに、正解のない問いかけというのが今本当に必要なんで

すけれども、それに関して、私たちは十分応えられていない、じゃ、どうやったら、大き

な時代の転換期に学びの質の転換をしたらいいのかということを教育大綱に書くというの

はなかなか難しいんですが、一生懸命つくりたいと思います。 

 以上です。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 続きまして、澁澤委員から御発言いただいてよろしいでしょうか。 

○澁澤委員 ずっと幅広い視点でお二人からお話をいただいたと思うんです。両方とも共

通しているのは、子どもという視点から新しく教育を見てみようということなんだと思い

ます。 

 それを見たとき、例えば今日の入り口であった不登校という言葉ですけれども、不登校

というのは、あくまでも大人の側、社会の側から学校に出ない子どもたちのことを不登校

と言っているので、子どもたちから見たときに、それは学校という場が１つのチョイスの

場であり、行かないというチョイス、あるいは別の教育を受ける、あるいは学校に行きな

がら別のやりたいことをやっていく、いろんなチョイスの可能性があるんだろうと思って

います。 

 それをどう伸ばしていくのか。今、最後に区長もおっしゃっていましたけれども、問題

を読んで、それを理解して、正解を書くという能力を身につけるために学校に行くんだと

思っている大人の側の昔からの思い込みが多分一番邪魔をしているのかなと思っていま

す。 

 この間もチャットＧＰＴのことが随分社会の中でも話題になるようになりました。その

能力というのは、これからＡＩが幾らでもやってくれる能力であって、むしろＡＩに対し

て、どういう問いを発するかという自分らしい視点だとか、ものの把握力ということを問

う時代になってきているなと。 

 そうやって子どもたちの側を見てみると、例えば中学へ行ったら、教科担任制になって

いきますから、あなたは今日は理科です、これからの時間は社会で、その次は数学ですと

言われますけれども、子どもにとって関心があることから見れば、ひょっとしたら、理科、

社会、数学とかという境界線はない課題のほうがはるかに多い。つまり、今の教科主義と
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いうのも、ある意味では大人の側から子どもに押しつけている―押しつけていると言っ

たら表現は悪いかもしれませんけれども、与えている価値観であるし、そんなことを言っ

てしまうと、例えば学校の学年ごとにある、知識を取得をしていかなきゃいけない学年制

度ですとかクラス制度も、子どもの視点側から見られるようにしていかなければいけない。

その意味では、区長がおっしゃったように、教育のものすごく大きな変革期だと思います。 

 もう一つは、私は自然科学をやってきた人間ですので、自然科学の側から見ると、人間

というものは、そもそも森の中で暮らしていた。猿と共通の祖先を持つある種が森から草

原に出てきて、そして、その中で集落を作り、あるいは子を作っていったという歴史があ

ります。森から草原に出てくるとき、人間は裸の猿でしたから、１つのコミュニティーを

ベースとして、とにかくみんなで助け合う。現に人間の脳が最大に発達した時期というの

が、集団で子どもを育て始めた時期であって、私たちが言語を持つ時期よりも、私たちが

集団で子どもを育て始めた時期が一番人間の脳が発達している。つまり、それだけ人間の

知能領域においては、集団でコミュニティーの間でつながった中で子を育てていくという

ことがとても重要なんだと思います。 

 その意味では、学校という場、クラスという場は、子どもたちにとっては居心地のいい

場所であるはずである。子どもをどうやって伸ばしていくかということと、人と関わりな

がら、その中で自分らしさをつくっていく。確かに自分らしさという言葉自体が相手がい

ないと存在しない言葉であって、相手との対話、あるいは相手との協働を通して、自分ら

しさを見つけていき、自分の生きるまさにウェルビーイングの心のベクトルをどう自分ら

しくつくっていけるか。そういうような子どもたちの環境をどう捉えていくかという視点

から、学校であり、クラスであり、地域であり、学び舎でありというものをもう１回見詰

め直して、整理し直してみるという時期に来ているのかなと深く感じさせていただきまし

た。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。今お話の中で、子を伸ばすためには集団

も大切というのがすごく勉強になりました。 

 続きまして、中村委員、学校の立場から御発言いただけますでしょうか。 

○中村委員 この間、今までというか、私の子育てのときもそうでしたが、多くの子ども

が学校、習い事、それから、中学生、高校生であれば部活動、その３種類のプログラムが

ほとんどだったんじゃないかなという気がしています。一方で、うちの子育てのときもあ

ったんですが、子どもの中では、部活に入っていないとみっともないというか、帰宅部だ
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と何か恥ずかしいみたいな意識も一部あったようで、無理無理に部活動に入っているなん

ていうケースも、自分の子ども以外にも見られたことがありました。そんなような状況で、

我々の側としては、大人の側から学校と部活動と習い事の３種類のプログラムしか子ども

たちに提供できていなかったというのが今までだと思います。 

 今、福本さんのお話もありましたが、私自身も教育委員会の中で御紹介したのは、例え

ば横浜の青葉区では、あおば未来プロジェクトといって、子どもたちが最終ゴールは区長

に政策提言をするというプロジェクトをやっているところもあります。そういった形で、

地域の中に多様な学びの場をつくり、その中で、子どもが学んでいく、成長していくとい

ったことがこれからは求められていくんだなと、この間、非常に思っています。 

 まだまだ大人もそうですし―むしろ大人がそういう意識を植え付けちゃったのかもし

れないですけれども、学校、部活、習い事のどれかに入っていないと駄目だみたいな風潮

というか、風土というものは、これからどんどん薄めていって、地域の中に多様な場をつ

くることが本当に求められていると考えております。 

 横浜では、サードプレイスという言い方をしていまして、サードプレイスの必要性が―

私が随分前に読んだ、例の襲撃された宮台先生の論文の中にも、第４の場所が若者には必

要なんだと書かれていたことがあります。それは当時、渋谷にたむろする若者の実態を宮

台先生が調査して、今の若者は第４の場所を求めている、だけれども、それはもっと健全

なものであるほうが望ましいわけです。ところが、今、新宿の歌舞伎町辺りでトー横なん

ていって、また似たようなことが繰り返されています。我々大人のほうで子ども、青少年

に学校以外に健全な場所またはプログラムをこれからどうやって提供していけるのかとい

うのは大きな課題かなと考えております。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。確認ですけれども、地域の中に多様な学

びの場というのは、特別な子ではなくて、小中学校に行っている子たちとか、いろんな子

が地域の中でも活動できるという意味でよかったでしょうか。 

○中村委員 はい。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 続きまして、鈴木委員からお願いしてよろしいですか。 

○鈴木委員 まず、福本先生、御講演ありがとうございました。先生の話を伺いながら、

私は保護者ですので、保護者目線ということでいろいろ考えてみました。子どもが主体的

になる余地をどうつくるかが保護者や大人に向けて問われているのかなと思いました。大
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人たちがよかれと思ってしていることが、実は与え過ぎていたり、準備をし過ぎていたり

することが往々にしてあります。子どもたちは、ある一定の知識やスキルがあれば、大人

が思っている以上に自分の力や知恵でできるものです。大人は子どもに何と深く関わらせ

たいのかということをよく考えて、主体的に学べるようにする必要があるなと思いながら

聞いていました。答えを与えてしまうということは、子どもに学ばせようとしないことと

同じなのかなという気持ちにもなりました。 

 先生のお話を伺っていて、私の中で４つ、これかなと思ったことがあるのですが、質の

いいヒントこそがまず大事で、２点目が子どもが挑戦する状況をつくることが大切、３点

目が子どもに任せる、そして４点目が、大人も全部含めてですけれども、結局、学びは１

人では成立しないのかなと思いながら伺っていました。こういう先生からのお話を聞いて、

深い学びを得るためには周りの環境を非常に整えることも大切なんだなと思っておりまし

た。 

 次に、神山町の先ほどのお話しです。こちらに伺ったときに、ＰＴＡのおっちゃん―

先ほどもそのキーワードが出てきましたが、ＰＴＡ活動から、その枠を超えて、地域創生、

最先端地域、持続可能な地域をつくる活動へと活動を発展させていった取り組みは大いに

学ぶところがあり、また、ＰＴＡに対しての希望を見たような思いでした。 

 ＰＴＡ会長のおっちゃんたちが立ち上げた時代は30年ほど前ですけれども、今とは違い、

まだＰＴＡに体力と気力があった頃だと思います。昨今のＰＴＡ活動の低下を鑑みたとき

に、今の時代で同じようなパワーがある人が存在するだろうか、正直不安は感じます。し

かし、このコロナ禍で停滞したコミュニティーの再構築を望んでいる保護者も少なからず

存在しているはずなので、特に世田谷はＰＴＡ活動が活発でしたので、そういう方は多く

いると思います。だからこそ、ＰＴＡの在り方や立ち位置をいま一度考えて、地域コミュ

ニティーでの役割を考えるチャンスだと考えています。また、それに対して行政がどのよ

うに関わっていくか、働きをしていくか、検討する課題の一つだと考えています。 

 神山町との自治体の規模の違いはありますけれども、世田谷区も今までのように右肩上

がりの人口増加は見込めませんので、特に子ども・若者世代が減少していくことで、神山

町と同じような状況になっていくのかなと感じると、町の未来を創造するために教育とい

うのは大きなコンテンツであると思っています。 

 新しい学びの実践に向けていろいろ考えたときに、子育て現在進行形の保護者にとって

は、自ら経験をしたことのない教育は不安のほうが大きいと思います。しかし、結局のと
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ころ、学びに対する保護者の意識改革が新たな学びを実現する一番のきっかけになるので

はないかなと考えています。 

 以上です。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 では続きまして、教育長からお願いしてよろしいですか。 

○渡部教育長 福本さん、坂倉さんの話からは大変刺激を受けました。 

 この話の前に、先ほど澁澤委員がお話をなさっていた、相手との協働の中で自分らしさ

を発揮したい。子どもたちはそういうふうに考えていると思うんです。自分が個人で自分

らしさを発揮するのではなくて、やはり協働の場の中で自分というのを発揮していきたい。

そういう環境をどう整えていくかと澁澤委員がおっしゃっていて、私も全くそのとおりだ

と思いました。ここがどう機能するかということが重要になっていくんだと思います。 

 福本さんの話の中で、個才を生かすという話があって、個才を生かすために、現場では

どのようなことが必要なのかの話を小さくわかりやすくして、学校現場を預かっている身

からお話をさせていただきたいと思います。 

 先ほど福本さんの話の中で、個才の数だけ興味の幅は無限だとか、マッチングの機会を

増やすとか、自分にフィットするものを見つけていくというお話がありました。というこ

とは、子どもたちの個才をそういう現場で生かすためには多様な選択肢が必要になってき

ます。今まで学校の現場の中では、みんなが同じようなことをするということが一般的で

したから、選択肢を広げていくということが難しかったのかもしれません。みんなが同じ

ことをしていくということに慣れている現場では、この考え方を広げることが必要になっ

ていくと思います。 

 １枚スライドを用意してきたんですが、ねいろの今の取組の中にヒントになる言葉があ

ると考えています。 

 まず授業ですが、希望すれば、学年相応ではなくて、自分のやりたいところから学習が

できていくということです。これにはデジタルも活用していくことが必要です。 

 不安が募ってきたらどうするのかというときに、事前にどうしてほしいかということを

確認しておくということです。例えば、これからどこか校外学習に行ったり、遠足に行っ

たりするときに不安が募ってきたら、写真を送ってほしいとか、オンラインで実況してと

言ったり、または、そこで認定証みたいなものがもらえるんだったら、それは欲しいと言

ってもらう。それから４番目、大事なことですが、お構いなく。今日は自分はそれに行く
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気分でもないし、今はそれじゃないことをやりたい、お構いなくしてください。こっちか

ら誘ったりはしないことも大事です。このように子どもたちが表現してくれれば、こちら

としても非常に分かりやすいです。 

 ねいろの取組では、登校が難しい子どもは、図書館に来たり、裏の公園に来て話をする、

個別にお話をするとか、交換日記をするとかが選択できます。最後が一番重要なんですけ

れども、どうしたい？ 実はこれがなかなか難しいんです。自分からどうしたいというこ

とが言える子どもは、それをそのまま伝えることができるので、私たちはそれに対応して

いけばいいんですが、そこが難しいので、こういう案をいろいろと出していきます。これ

でどれにする？と話していく。 

 これは最初にねいろをつくるときに考えた考え方です。 

 これは人数や、場所のことがあったり、限られてできることかもしれません。授業にし

てもそうです。学校の中で、または学びの中で、多様な選択肢を用意するには限界がある

とも思っています。 

 では、どうすればいいのか。地域の中で、社会の中で、登校ができない子どもなどを受

け入れることができていくといいのかなと思っています。学校という枠組みの中では、活

躍が難しい子どももたくさんいます。福本さんの話の中にも出てきているような場所も社

会全体、地域全体でできていくといいのかなと思っています。 

 神山町は私も一緒に行ってきまして、非常に刺激を受けてきました。そこは地域の中全

体で学びということを考えていました。学校の現場にいると、学校だけで学びを考えてし

まうことになってしまいますが、本当は地域の中の学校なので、学びはどんどん広げてい

ける、枠がないんだという考え方に基づくと、もっと柔軟に考えていけると思っています。

学校で囲ったりしないで、学びというのはもう少し自由に考えていけるといいのかと今思

っているところです。 

 以上です。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 福本様にかなり質問が出ていまして、先ほどもちょっとお話ししたんですけれども、本

来だったら１時間ぐらいお話しいただくところ、かなりコンパクトにしてしまって申し訳

なかったんですが、御質問としては、具体的に地域、企業とどうやって連携するのかとか、

また、そこで学んだ方々をどうやって職業に結びつけていくのかとか、区長も先ほど町が

丸ごとというお話をしましたが、そこら辺について具体的に教えていただいてもよろしい
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ですか。 

○福本氏 ありがとうございます。３点ほどいただいたかなと思うんですけれども、１点

目、先ほど言っていただいたのは何でしたか。仕事につなげていくという……。 

○有馬政策経営部長 最初は、地域、企業とどうやって連携するのかです。 

○福本氏 地域、企業との連携なんですけれども、鎌倉の場合は森と海というところで、

特に海の関係の方々、そして森の中ではお寺関係の方々、地域の中にいらっしゃる方々が

おられたんです。教育委員会さんからも、この辺に漁師さんがいらっしゃるから、漁師さ

んのところに行ってきたらとか、このお寺の方が教育委員なので、教育委員のお話も聞き

に行かれたらと教えていただきました。 

 地域の中に外から入らせていただくと、外から入ったことによって、地域の中で活躍を

されていたプレイヤーさんたちが、実はお互いのことを認識していながらつながっていな

くて、でも、子どもたちの学びは一緒につくりたいと願っていらっしゃるという状況が見

えてきたんです。例えば森だと、お寺の建築を学ぶということもできますし、骨格という

ところで、自分の体とくっつけて、ボディーワークをやっていくということで、心につな

がっていくことを体から学んでいくことができるプログラムにもつなげていけるんじゃな

いかというところで、やってくる子どもたちが何を望んでいるのかということをまず把握

した上で、地域の中でヒアリングをさせていただきながら、その興味と心理的な状態に合

わせたものをピックアップするということを実は鎌倉ではやっています。 

 なので、森なんですけれども、ずっとお寺の中の物語を探求の題材にしているわけでは

なくて、水をテーマとして扱ってみたりですとか、コンテンポラリーダンスの方に来てい

ただいて、体を使ったワークをしていくですとか、お寺の中にある素材として、りんを鳴

らすと音がありますけれども、音を使って人とつながっていくためにはどういうふうにし

たらいいのかということをできる人が地域の中にいないかという視点で、子どもたちがど

んな領域に興味があるのか。不安が大きい子たちが多いのか、それとも、すごく探求した

いんだけれども、学校の中で満たされていない状態の子どもたちが多いのかによっても、

プログラムのつくり方が結構変わってくるんです。なので、そのあたりのヒアリングを地

域の方にさせていただきつつ、子どもには事前のアンケートに答えていただく形で、どう

いう子たちが来るのかということをあらかじめ踏まえた上でマッチングしていくようなつ

くり方をさせていただいています。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 
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 また、そちらで学んだ方々がいわゆる職業につながっているケースはあるんですか。 

○福本氏 鎌倉のケースでは、まだないんですけれども、ＲＯＣＫＥＴのケースですと、

自分がやりたかったことの中で、専門家の方につながっていって、自分で起業をしていく

とか、映像作家になっていくとか、そういう道につながっていっている子もいます。 

 地域の方を御紹介させていただく中で、例えば技を学ぶ匠のようなところに入っていく

というルートが学校からではなかったりするんです。昔はでっち奉公という考え方があっ

たと思うんですけれども、技を学んでいきたくて、そこに行きたいけれども、学校からは

紹介がないしというところをつなげていけるということが、１つの多様な仕事につながる

ルートを開くと思っていまして、最後に御紹介したＧＯＤ ＨＡＮＤＳなんかは、仕事から

学びをつくっていく、それが結果的に仕事に就いていく子どもたちの多様性も生んでいく

という流れは生まれてきているかなとは感じています。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 もう一つ、今、鎌倉のお話がありましたが、例えば世田谷区のような都市部、住宅街で

こういう取組をするに当たって、何かヒントのようなものをいただけたらと思います。い

かがですか。 

○福本氏 ありがとうございます。都市の場合、変わりやすさというところが都市の特徴

の一つでもあるのかなと思ったんです。例えば田舎に行くと、山があって、川がある。な

ので、年を取って帰ってくると懐かしい景色がそこにあるということが愛着を生んでいく

１つのきっかけでもあり、子どもたちの思春期のときのアイデンティティーを確立する、

変わらない景色が安心感を与えてくれるというところがあると思うんですけれども、都会

は10年たつと全然違う姿になっています。だからこそ、いろんなものを生み続けているエ

ネルギーであるとか、いろんな刺激を見つける場でもあると思うんです。そこで変わり続

けるものの中で変わらないものは何なんだろうと考えていくこと、フィールドワークをし

ながら、町を知っていくという視点なんかも面白いと思います。 

 今日、私も久しぶりに歩いてここに来たんですけれども、来る途中にもいろんなロゴが

あったんです。車屋さんのロゴですとか、そういうものも、ふだん習っている英語とは違

う意味を持ってロゴが作られている。それを作っている人たちはクリエーターさんだった

りするんだけれども、ロゴはどういうふうに作られているんだろうかということ１つ取っ

ても、実はその意味を考えていく―私たちは言葉を話しますけれども、言葉とか記号を

使っていった人間の起源はどういうところから来ているんだろうか、何でそういうシンボ
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ルが必要だったんだろうかみたいな探求は、都会の中でこそいろんな視点でできると思う

んです。電車の線路を取ってもですけれども、どうしてこういうふうに回す必要があった

んだろうかとか、都会ならではの町の仕組みに探求の視点を入れていって、なおかつ、強

化につながっていくような視点をつけていくことも、世田谷だからこそできる学びなんじ

ゃないかなと感じたところです。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 区長、質問でも、今の福本さんのお話を聞いて、世田谷区で取り入れたいものとか、何

かヒントを得られたものがあったらという御質問があるので、それについてお話しいただ

いてもよろしいですか。 

○保坂区長 文部科学省が探究的な学びと言っていて、福本さんや澁澤先生のお話にも関

連するんですけれども、ちょっと考えていたのは、古来、学びはどういうふうに起きてき

たのかということを考えると、洞窟に住んでいた人間が平原に出てきて、雨露をしのぎ、

時には大風が吹いても倒れない家を建てることもやっぱり学びですよね。それから、湖や

海に出ていく。何人か乗れて、沈まない、また、風を受ける帆をどう造るかというのも学

びであり、失敗すれば命に関わると。そういうことは忘れたりしないんです。そういうふ

うに覚えたことは、多分、大人になってからも―職人さんなんかが一番そういう技術を

集積してきた仕事です。 

 ところが、近代になって、学びというのは学科に分解されて、国語、理科、算数とかで

何点なんですかというところで、何点というのが、結果という意味で言うと―入学試験

を突破する、入学試験をよりよい点、あるいは偏差値で突破していくと、いい会社に入れ

るんだという安定期が日本では結構長いこと続いたんです。60年代、70年代、80年代、90

年代、2000年代、そして、つい最近、今もまだそれはあります。 

 しかし、気候危機の問題とかを突きつけられると、もう一度、学びが身体性を取り戻す

時期に来ているんじゃないかと。つまり、学んだこと、あるいは、探求していくことと、

自分の我が身がどちらに行くのかとか、どういう時代をつくるのか、歩むのかということ

と非常に密接に結合すると。そういう学びが昔は新しい質―というか、根源的というか、

もともとの学びだったような気がするんです。そのあたりを澁澤先生にも御意見を伺って

みたいところなんですが。また、福本さんにもお願いします。 

○有馬政策経営部長 澁澤委員、その前に、似たような質問が出ていまして、個性を大事

にと言いながらも、受験前になると個性を消すような授業になったりとかしてという御質
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問もありますので、それらも踏まえてお答えいただけるとありがたいんですが。 

○澁澤委員 受験の問題は、私じゃなくて、多分、中村先生だと思います。 

○有馬政策経営部長 では、後ほど。 

○澁澤委員 中学で受験が見えてきたときの子どもたちの心というのは一番御存じなの

で。 

 私のほうは逆に個性の話になりますけれども、こうやってタブレットを見たり、画面を

見たり、授業もそうなんですが、一方向からだけ情報が入ってきます。しかも、そのほと

んどが言語とか数字とか映像で情報が入ってくるんですが、自然の中だとか社会の中とい

うのは、360度、上からも下からも一度に全部情報が入ってきますし、それぞれが思われて

いることが違うということ―例えば、今日、この会場でもお一人お一人の顔が入ってく

るわけです。その中で自分の個性を見つけていくということ。それは、自分が具体的に体

を使って、自分の体を動かし、肌感として持ったり、あるいは、そこで急激な違和感を感

じたりとか、自分の中で最後はどうやってバランス感覚をつくっていくかということは、

体験をして経験していかないと自分のものになっていかない気づきなんだと思います。私

は自然環境教育を中心にやってきましたので、自然界というのはそれの一番いい先生だな

と思います。 

 ただ、日本の自然というのは、あくまでも人間との関わりの中、まさにバランスの中で

つくられてきましたので、やっぱり自然の中に人間もいるんです。その中での学びという

のは一番大きい。例えば世田谷の子どもでいえば、川場移動教室がとても大きいし、日光

の自然学校も大きいのかもしれません。そういう機会をなるべくつくってあげたいなと思

います。 

 一方、現実問題として、文部科学省から必要なカリキュラムの要素がどんどん、ある意

味では、スマホにアプリを入れるように入ってくるものですから、それもこなさなきゃい

けない中で、子どもたちの気づきだとか学びだとか、何よりも自分の心を自立させていく

心のベクトルをどう育てていくか、その辺が私たち現場での腕の見せどころというか、一

番考えなきゃいけないことだと考えます。 

 そのときの最大の今の課題は何かといったら、人類の地球との共存なんです。それはＳ

ＤＧｓで言われるように、本当に人類がこの地球上で共存できるかどうか分からないとこ

ろで、今の子どもたちは確実に生きていくわけですから、それを考え、自分が行動する力

を使いながら、自分らしさをどう見つけていくか。それがこれから具体的にディテールを
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詰めていかなきゃいけない部分かなと思います。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 今のお話の中でも、個性についてかなりお話しされましたが、多分、皆さん、そこら辺

は共感されるところだと思うんですけれども、実際、学校でそれができるのかというと、

かなり苦しさもあると思うんです。そこら辺を元校長先生だった中村委員から、ちょっと

発言しづらいところがあるかと思いますが、教えていただいてもよろしいですか。 

○中村委員 １つは生き方だと思うんです。最近、澁澤先生の本を読ませていただきまし

て、本当に澁澤先生はお父様からすばらしいお話を思春期にしていただいて、今の生き方

につながっているということがよく分かったんですけれども、遡って私のことを考えると、

ちょっと違ったなと。残念ながら、私及び私の周りの環境もそうでしたけれども、うちの

場合でしたら、家業を継ぐのがあなたの使命みたいな言われ方をずっとしてきて、実際、

家業は教員ではありませんから、裏切ったことになったんです。それから、私が住んでい

た環境には、非常に銀行の寮が多かったです。だから、将来は某有名大学の附属に入って、

銀行に就職することが使命みたいに育てられた友人が結構多かったです。 

 今、教師になってみて、校長になったときの頃を見ると、保護者の方はバブル崩壊でい

わゆる就職氷河期の方が結構多く、点数、点数、受験、受験という方がかなり多かったで

す。だから、学校への成績クレームも非常に多かったですし、我々教師も子どもに生き方

をいろんな機会で伝える努力はしているんですけれども、家庭と手を携えて、子どもにど

ういう生き方を伝えていくのか、成績とかテストの点数とかそういうことではなくて、も

っと根源的な部分をどうやって伝えていくのかが、学校と保護者の間での共通理解がます

ます必要なんじゃないかなと思っております。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 確かに個性も大事、でも、成績も大事という、親としては悩むところがあると思うんで

すが、そこら辺について、保護者の視点ということで、鈴木委員からお話しいただいても

よろしいですか。 

○鈴木委員 特に私たちぐらいの世代の保護者というのは、偏差値が大切、学歴社会だか

ら、受験制度もあって、点数だったり、偏差値だったり、内申書が大切と考える方がとて

も多く、新しい学びという話を聞いたからといって、すぐにそちらのほうに方向転換でき

るかというと、なかなか難しいのではないかと思います。 

 今、幼稚園や小学生の保護者ですと、まだこれからなので、気持ち的にも余裕があって、
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新しい学びについて、探究的な学びとかに対して積極的に関わっていこうとか、学んでい

こうとか、そういうふうに考える方が多いと思うのですが、高校受験を目の前にしている

保護者としては、自分の子どもの将来を考えるとなかなか難しいのかなと思います。 

 ただ、先ほど中村委員からもありましたけれども、バブルが崩壊して、保護者のほうも

非常に心に余裕がなくなったかなと感じています。私たちが子どもの頃というのは、まだ

周りの人たちも非常に教育というか、しつけだったり、そういうことに関わってくれてい

ましたので、そのあたりをもう一度見直して、探究的な学びに積極的に関わっていくこと

に対し、保護者だけではなく、地域の人たちも巻き込んで、地域コミュニティーを大切に

し、そういうのをまた復活というか、新たなる構築かもしれないですけれども、新たなる

学びの実践に向けていったらいいのではないかなと考えております。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 鈴木委員は地域と学校をつなげるという取組もされていると思うんですが、そこら辺の

実例とかも教えてもらっていいですか。 

○鈴木委員 私は学校支援コーディネーターをしておりました。お子さんが世田谷の小学

校、中学校に行かれている方だと御存じの方もいらっしゃると思うのですが、学校で先生

方から教えてもらうだけではなくて、地域の方々のスペシャリスト、その地域の古地図に

ついて詳しいとか、野川沿いの辺りに住んでいる方、喜多見とか成城の辺りの方だと、小

さい頃から野川の辺りの生き物だったり植物とかに詳しいからという、先生では教えられ

ないような、昔からの蓄積された知恵だったり知識をゲストティーチャーとして教えてく

れる人を見つけてきて、学校へつないでコーディネートするという役割があります。ほか

の地域ではあまり聞いたことがなかったので、世田谷のそういう取り組みはいいなと思い

ます。 

 また、私は烏山地区なんですが、烏山地区だけでは講師が見つからない場合もあって、

世田谷区内のほかの学校支援コーディネーターの方に相談して、こういう先生がいるんだ

よという話を聞くと、そこから御紹介いただいたり、まちづくりセンターに問合せをした

り、いろいろ紹介してもらい、子どもたちに世田谷を好きになってもらう、世田谷はいい

町だなと思ってもらう取り組みでありましたのでコーディネートの仕事はとてもよかった

と思います。 

○有馬政策経営部長 学校とつながりたいと思うけれども、恐らく地域の方々では、なか

なかつながれないという方もいらっしゃるし、学校も誰かいないのかと思うけれども、な
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かなか探せないというのもあると思うので、すごく難しい役割だと思うんですけれども、

学校と地域をつなぐ方というのも大切なのかなと今お話を聞いて分かりました。ありがと

うございます。 

 教育長、先ほど、ねいろのお話を御紹介いただきましたが、御質問の中では、90校の中

で、こうした取組ができたらいいなという御意見もあり、一方で、そこには難しさもある

のかなという御質問をいただいているんですが、そこら辺についてはいかがでしょうか。 

○渡部教育長 まず、ねいろが何かということも御質問いただいたということですのでお

答えします。ねいろは世田谷区でつくった不登校特例校です。これは学校でしてちゃんと

教員が配置されていて、ちゃんとした教育課程にのっとってやっていくということです。

ほっとスクールは子どもの居場所機能ですので、教員は配置されていないので、そこに違

いがあります。文科省では、不登校特例校をたくさんつくるようにと言っていますが、な

かなか増えていかないところです。世田谷区では、ねいろをつくりまして、今たくさんの

希望者がいて、お待たせしているところもあります。 

 それではまず、ねいろの取組と、それをどのように90校にという御質問でよろしいでし

ょうか。 

○有馬政策経営部長 御質問としては、例えばねいろであれば、先ほど御紹介いただいた

ように、本人が選択してということができていると思うんですが、90校の学校の中でそう

いう取組はなかなか難しいだろうなというのが御質問の趣旨だと思うんです。それらを今

後どうやって進めていけるのかという素朴な御質問だと思います。 

○渡部教育長 分かりました。先ほどからもお話がありますが、子どもがこのように変化

してきているとしたら、子どもにたくさんの選択肢を与えるというのは、どの学校でもや

るべきだと考えています。人数が多いので、人を配置しても難しいというところがありま

す。ねいろは人数を絞っているので、こういうことができるというところもあります。た

だ、学校は、子どもたちが変化しているのにそのまま画一的に授業としてやっていこうと

は思っていないはずです。物理的に難しいところがありますが、少しずつでも探究的に学

んでいったり、また、地域の方の力を借りてとか、そういうところに少しずつかじは切っ

ています。 

 先ほど生き方指導ということがあって、成績のこともあったので、そこにも触れておき

たいので、いいでしょうか。 

 前は、いい大学に入れば、よい将来が約束されていた。よい大学に行って、よい就職を
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してという考え方が一般的にあったと思うんです。でも、今は企業も30年ぐらいしかもた

ないと言われています。これからは企業に入ることではなくて、自分がどう生きていくか

ということが重要だという形になっていって、世田谷区では、キャリア・未来デザイン教

育、キャリア教育を取り入れています。よい大学に入ることではなくて、自分はどのよう

に生きていきたいのか、それには何が必要なのか。そうしたら、大学で資格を取ることだ

ったり、大学で法律を学ぶことだったりするということです。それを子どもたちに知らせ

ていかなければいけないということです。 

 大学に入った途端に、それで自分の将来は約束されていると思っている子どももまだい

ると思います。そのときに家庭では、あなたは将来的に何をやりたいのということを活か

していただければいいのかと思います。 

 １つ例を挙げると、ハローキャリアワークを世田谷区では始めています。企業の方と一

緒にやっているんですが、例えば、ここに空き地がある、この空き地を有効に活用するに

はどうしたらいいですか、それを子どもの視点から教えてくださいと本気で言ってくださ

っているんです。この空き地は、土地柄から見て、きっとニーズはこれだろうみたいなこ

とを子どもがお話ししているんです。それから、違う会社ですが、売れる商品のキャッチ

コピーを作ってほしい、それは子どもの視点から言ってほしいと言われたといって、子ど

もがたくさんの視点を出したというんです。それは、そのまま使えないかもしれないけれ

ども、会社の中で必ず生かしますという約束をしてくれています。こういう取組をやって

いくと、自分はキャッチコピーを作るような会社に行きたいなとか、自分はこういう土地

の活用をする会社に勤めたいなとか、少し視点が広がっていくと思っています。学校の中

だけでは、こういう視点を言葉で言っても、子どもにはなかなか伝わらないです。だから、

地域の方たちと共にやっていきたいというのが大きな願いです。 

 ぜひこの考え方を地域の方と共に共有していきながら、先ほどのコーディネーターのよ

うな役割の方とつながりながらつくっていきたいなというのが、大きな学校の転換期にお

ける願いです。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 時間も後半になってきたので、質問がだんだん難しくなってきているんですけれども、

実は教育長にもう１個質問がありまして、これは難しい御質問で申し訳ないんですが、１

つのクラスに勉強ができる子と、ちょっと苦手だなという子がいる中で、今、個別最適化

みたいなことが求められているわけですけれども、これをどうやって進めていくのでしょ
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うかと会場から御質問があるので、それについてもお答えいただいてよろしいですか。 

○渡部教育長 得意なものと苦手なものは子どもたちの中でもはっきりしていますし、算

数が得意な子はもっと先を学びたいと思っているし、苦手な子はもっと基本的なことを学

びたいと思っていると思っています。これを個別最適化、一人一人に応じてやっていくと

いうのは、現場では難しいことです。ただ、学校では、少人数で分けて、１人、加配の先

生を入れて、３つのところを４つに分けるとか、細かいところでは、そういうことをやっ

ています。 

 でも、一番進んだのは、ＩＣＴの活用です。タブレットを使うということは抵抗感があ

るかもしれないんですが、いい問題が出てきたりとか、上を行っている子どもたちが短時

間でたくさんの問題を解くことができるとか、このような形でできたりもします。タブレ

ットというのは、私たちにとって最初はこれはどうかと思うところもあったと思いますが、

タブレットを使うとこのような使い方もできます。分からない子どもがドリル的なものを

学んで、自分に苦手な問題を出してもらって、それを何回も解くとか、英語の音がなかな

か聞けない子どもが、何回もその音を繰り返し聞きながら、スペルを学んでいくとか、聞

き取りの問題をやっていくとか、一概に全てをタブレットでやるのではなくて、その子に

応じたことをやっていけるというところでは、いいツールに―世田谷区では、これを文

房具と呼んでいますが、いい文房具になってくれていると思っています。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 会場からも、今後、ＩＣＴとかを使っていくことがいいという意見もあれば、ちょっと

不安だという意見もあるんです。今お話を聞きながら、藤井聡太君なんかは、まさにＡＩ

で将棋をやっていて、あれだけの力をつけているということで、使い方によってはすごく

いい面もあるのかなと思うんです。 

 そこで福本さんに御質問なんですが、会場からも出ていて、福本様の場合は、今はどち

らかというと学校の外で活動されている部分があると思うんですが、これまでのお話も受

けて、また、今、ＩＣＴというお話もありましたが、学校の中で実行するためには、こん

なことができるんじゃないかというのをちょっとお話しいただいてよろしいですか。 

○福本氏 ありがとうございます。今日、御紹介させていただいたアセスメントなんです

けれども、学校の中でも実は入れていただいているところがあるんです。例えば１クラス

最大40人の子どもたちの様子を、先生もすごく毎日気にかけているんだけれども、そんな

状況だったのというところまで分からない。本当に好きなことが何なのかということも分
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からないまま中学に入ったら、特に受験の方向で進路指導してしまうというところに先生

方が結構悩まれているという現場の声も聞いていたので、子どもがどんなことに興味を持

っているのか、今まさに興味を持っているものも含めて、テキストマイニングするという

ところも含めて、子どもたちに自己理解としての材料を提供するのと同時に、先生たちが

子どもたちを深く知るというのがＩＣＴによってかなっているんです。クラスの中に入れ

てみると、自分はこういう傾向があるかもしれないという子どもたちもいて、それが子ど

もの一人一人の理解だけじゃなくて、あなたはこういうことが得意だったかもしれないと

いう、他者理解にもつながっていくということも起こり始めて、結果的にクラスの雰囲気

が物すごく心理的安全性―要は、自己開示しやすくなるような雰囲気が起こったという

声が実はあります。 

 私も決してＩＣＴが全ていいとは思っているわけではないんですけれども、副次的に自

分理解ということが他者理解につながり、他者からの目線で見たときのあなたのいいとこ

ろ、あなたが得意だと思うところはこういうことだよねというのがやりやすくなるような

ものが―さっきのちょっとしたツールによって促進するということが起こるんだなと感

じました。 

 逆に澁澤先生がさっきおっしゃっていたように、ＩＣＴで情報化されることによって見

える化する、そして、知識の習得なんかも個別最適になっていくというところがあっても、

頭で分かったことと、体で知っていることは全然違うことだと思うんです。ＲＯＣＫＥＴ

のときや、今のかまくらＵＬＴＬＡでも、身体性というところにすごく時間をかけてやっ

ているんですけれども、要は、私たちは命がある人間である、命を持った生命体として、

この町でどういうふうに豊かに、どんな暮らしをしていきたいのという問いがあってこそ、

初めてＩＣＴの使い方も、どういう使い方があるんだろうかというところもありますし、

逆に身体性を伴う学び場をつくる、生の活動を通して学んでいくことのすばらしさは時間

がかかることだと思うんです。ネットで調べるのは物すごく簡単に、すぐさま、この範囲

内でいろんな知識、情報を得ることはできるんですけれども、時間をかけないと変化をし

ていくことがないというものたちにあふれているのが自然活動のメリットでもあります

し、そこには有限性があるということを教えてくれるのも自然のエッセンスだと思うので、

その両方がある―命として、私たちは何を選択していくのかというところが根本的に教

育の中核に置かれることが、結局は子どもたちの命の尊厳であったり、子どもたちの個性

を尊重する教育をつくっていく大事なポイントになってくるのかなと感じています。 
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○有馬政策経営部長 今お話を聞いていくと、公立小中学校でも活用の可能性があるのか

なと伺っていました。ありがとうございます。 

 そろそろ時間が迫ってきたので、最後は区長にまとめていただくわけですが、その前に

教育委員さんから一言ずついただいてもよろしいですか。短い時間で申し訳ないんですが、

澁澤委員から先に。 

○澁澤委員 福本さん、今日は本当にありがとうございました。私も何回も総合教育会議

に出ていますが、いろんな視点でとても考えさせられる会でしたし、いい形で進めていき

たいなと思っております。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 では続いて、中村委員、お願いしてよろしいですか。 

○中村委員 先ほど生き方と申しましたけれども、やはり哲学だと思います。お二人はす

ばらしい哲学をお持ちで、私も今日勉強させていただきましたけれども、私のように受験、

受験でやってきた人間はちょっと哲学が欠けているなといたく反省しております。ありが

とうございました。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 鈴木委員、お願いいたします。 

○鈴木委員 福本先生、今日はありがとうございました。本当にこれから私たち保護者も

どんどん変わっていかなくてはいけないんだなと。昭和から平成、そして今、令和になっ

て、令和生まれの子どもも２年後には小学生になるという時代になっていますので、大人

たちも新しく学び、変化を恐れず、これからも進んでいきたいなと感じました。ありがと

うございます。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございます。 

 教育委員さんにおかれましては、また後ほど御議論いただきますので、そこでまたいろ

いろお話しいただければと思います。 

 教育長、お願いいたします。 

○渡部教育長 最後に２つだけ簡単にお話をさせていただきたいんですが、先ほどＩＣＴ

のよさということをお話ししたんですが、私はやっぱりよさだけではなくて、考えるとこ

ろはたくさんあります。一方的な情報だけをずっと得ているのでは、多くのことは得られ

ないと思っています。その場に行って、風のにおいだとか、天気だとか、人との距離感だ

とか、そういうことでしか、いろんな感覚や自分というのはつくっていくことができない
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ので、子どもたちについては、タブレットだけではなくて、そういうことも大事にしてい

きたいと思ったことが１つ。 

 それからもう一つは、個才を生かす教育には全く同感なんですが、子どもたちが何を望

んでいるかということが大変分かりにくいということです。子どもたち自身も分かってい

ないことが多いです。自分は何をやりたいのか、何をどういうふうにしていきたいのかと

いうことは、子どもにとっては難しいです。今までは与えられたものをそのまま受け入れ

ていた教育の中では、難しいです。だから、御家庭でも様々なところでも、自分は何をや

りたいのか、何を感じているのか、何が嫌なのか、何をどうしたいのかということを、ぜ

ひ自分で感じたり、何か表現できたりする子どもに育っていってほしい、同じ視点をもっ

て伝えてほしいと思います。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 第１部はそろそろ時間になりますので、最後に区長からまとめをお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○保坂区長 たくさんのことが議論になったわけなんですけれども、１つは、私の発言の

中でも、かなり長いこと、いわゆる戦後、1960年代から最近に至るまで、比較的社会が安

定していて、その中で、テストや偏差値での学校信仰、学力信仰というか、学歴信仰みた

いなものが多くの家庭の中で相当のウエートを持っていた、今もそれは残っているという

話をしました。 

 一方で、最近、この５年ぐらいの傾向で感じるのは、世田谷区の保護者たちの中で、た

だこれまで繰り返されてきた教育の繰り返しの中だけでは、やっぱり子どもたちはもっと

豊かに―また、全く先の見えない時代に、また、学歴競争みたいなものの出口のところ

で、企業も国際競争力が相当低下して、かなり激変しています。 

 そういう意味で言うと、日本の教育そのものの中に、本当に平準化されて、どこの学校

に行っても同じように学べて、機会は平等でという神話があったんですけれども、そこに

大きな亀裂が入ってきているというか―どういうふうに変えればいいのかというところ

について、福本さんのお話の中では、ＲＯＣＫＥＴの話が分かりやすくありました。 

 １つ、世田谷区でも直面しているのは、不登校でこれだけ多くの子が学校に行けない。

今、ねいろの話があり、ねいろは随分柔軟な、子どもにとってどうかなということをちゃ

んと問いかけながら、学習プログラムなども選択していけるような仕組みを取ると。そう

いう学びであれば、非常に子どもたちは育っていくということもありつつ、それだと希望
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者がすごく多くなって、どんどんつくれないというジレンマもあります。 

 ただ、行政としては、教育機会確保法という法律がありますので、今までは学校だけが

教育の場であり、学校に来ないということは教育を受けないのねという形だったのが、フ

リースクールも含めて、あるいは、学校外にも子どもの学び場はあり得るんだと。つまり、

子どもはいろんな形で多様に学ぶ権利を持っている、その主体なんだということが書かれ

ています。ということは、様々な特性のある子どもたちにとって、徹底して集中して何か

を突破していくような経験を持った学びというのは本当に必要なんだろうなと。教育自体

の今までの概念を一皮も二皮も破っていくような取組、新しい学びの場というのは必要性

があると思います。 

 ただ、それと同時に、そういうものをもし仮に構築したとするならば、そこに向けて、

たくさんの希望者が出てくるかもしれない。世田谷区全体の学校はどうなんだろうという

問題をやっぱり解決しなければいけないんだと思うんです。 

 学校教育全体を変えていくに当たって、今、ただでさえいろんなプログラムが入ってい

ます。英語やＧＩＧＡスクールのタブレットも入ったし、教員の多忙化は解消できていな

い。その結果、年次を追うごとにだんだん希望者が少なくなって、競争率が落ちてくるみ

たいなことも懸念材料としてはあります。なので、学校全体を変えるためには、こうやっ

てうまくいったという事例や実証例というのはやっぱりないといけないんだろうなと思い

ました。 

 澁澤先生とのやり取りの中で、学びが身体性を取り戻すという。これは教育総合会議で

も度々そういう言い方で確認をしてきた話なんですが、１つ、世田谷区の喜多見児童館と

いうところで、多摩川をウオーキングでずっと歩いていったときに、ある子どもが大田区

のところで羽田の渡しの表示を見つけて、渡しって何だといって、渡し船であるというこ

とが分かって、宇奈根というところにも渡し船があったんだという話を児童館の子どもた

ちが調べて、子ども夢プロジェクトというのがあるんですが、復活させてみようと。本当

にそれは面白いアイデアでした。 

 これがいろんな意味で奇跡が起きて、宇奈根の渡しは、そのとき、廃止されて60年だっ

たんですが、60年以上前にお父さんが船頭で、そこを手伝っていた少年が、今、おじいさ

んになっていらっしゃったんです。その方がとても器用な方で、図面とかを作らずに船を

造っちゃうんです。喜多見児童館の子どもたち製作の船ができました。それに区長を乗せ

たい、あるいは、だんだん話が大きくなってきて、川崎市長も迎えに行こうとか。結果、
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地域の大人たちが300人、400人出てきましたでしょうか、川崎市長も来て、大きな盛り上

がりがありました。今も継続しているんです。 

 これは、多分、身体を取り戻した学びであり、子どもたちも何回もいろいろ相談したり、

せっかく準備しても、雨で川が増水して出せなかったりとか、いろんなドラマがあるんで

すけれども、学校の外で起きている、既に世田谷区にある子どもたちの学び、育ちの場と

いうのもやっぱり着目していきたいと思います。 

 イエナプラン教育というのを前の教育長の時代に、中村委員も一緒に見に行ったことが

あります。学年もやっている勉強も全部ばらばらで、どこで子どもたちは目標を持つのか

なということで、僕がすごく印象的だったのは、１人の女の子が、当時、コンピューター

ルームでネルソン・マンデラのことを調べていたんです。マンデラの写真があったので、

聞いてみたら、自分が発表するんだと言っていました。 

 学期に１回ぐらいですか、学んだ内容を地域の人たちにプレゼンテーションする時間と

いうのがあって、子どもが演壇に立って、みんな自分が学んだことを地域の人たちにお話

をする。問題提起をしたり、自分の意見を言うときに、大きな拍手が来たり、よかったよ

というリアクションがあったりすることがとてもいいんだという話を聞き、これも学びが

身体性を取り戻すというか、現実と学んだということがどこかでまた近づいてくるという

ことじゃないのかなと思います。 

 そういう意味で言うと、決して特別なことではなく、今ある資源をうまく使いながら、

学校がよりよく変わっていけるような実践を、これから後半にやる教育大綱の議論に結び

つけていきたいと思いました。 

 以上です。 

○有馬政策経営部長 ありがとうございました。 

 教育委員の皆様もありがとうございました。福本様もありがとうございました。 

 会場の方、Ｚｏｏｍで御質問の方もありがとうございます。ただ、全ての御質問にお答

えできずに大変申し訳ございませんでした。 

 時間になりましたので、これにて第１部のプログラムは終了いたします。 

 この後、休憩を挟みまして、第２部を行います。 

 なお、基調講演、また、意見交換にて大変貴重な御意見をいただきました福本様におか

れましては、これをもって退席となります。福本様、本日は誠にありがとうございました。

（拍手） 
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 それでは、中途半端ではございますが、15時７分から始めさせていただきたいと思いま

す。ありがとうございました。 

（休憩） 

○司会 それでは、時間になりましたので、再開をさせていただきます。 

 第２部は「教育大綱策定について」でございます。 

 教育大綱の策定に向け、傍聴いただいている皆様から、教育大綱に盛り込むべき視点や

考え方についての御提案を募集しております。オンラインで御覧いただいている方につき

ましては、ＺｏｏｍのＱ＆Ａ機能にてお寄せください。会場にお越しの方は、受付の際に

お渡ししております様式に御記入の上、お帰りの際に入り口の回収箱にお入れください。 

 それでは、議論に先立ちまして、まずは資料について説明させていただきます。 

 まずは教育大綱でございます。こちらは先ほど区長からお話しいただきましたので、私

のほうからは、下線部―世田谷区教育大綱は、世田谷の教育の大きな方向性、基本的な

枠組みについて定めるものとしております。 

 こちらの位置づけでございますが、左上に世田谷区基本構想、世田谷区基本計画という

区全体の計画がございまして、こちらと、教育委員会が策定する右側、教育振興基本計画

の整合連携を図ります。これから議論するのは世田谷区教育大綱ということで、教育の方

向性について区長部局で定めてまいりますが、こちらは教育委員会で定める教育振興基本

計画と方向性を一致させるという関係性になっております。 

 続きまして、世田谷区基本計画審議会答申の抜粋でございます。こちらは、教育だけで

はなくて、世田谷区全体の計画についての答申をいただいておりまして、特に教育に関わ

りのある重点政策３つを抜粋しております。 

 ①子ども・若者が笑顔で過ごせる環境の整備ということで、キーワードのみ拾っていき

ますが、まず１つ目が、子ども・若者は一人一人が権利の主体である、子ども・若者の声

をしっかり政策に聞き入れるということです。２つ目が、全ての子どもが自らの選択によ

り、地域で豊かな体験を重ねる、力を発揮できる場、安心して過ごせる場の環境づくりが

必要。３つ目が、非認知能力について、乳幼児期の教育や保育の質の向上について書かれ

ています。４つ目、５つ目は、すみませんが、後ほど御覧いただければと思います。 

 ②新たな学校教育と生涯を通じた学びの充実です。こちらは先ほど区長からもちょっと

お話がありましたが、まず１つ目は、画一的な学び方から個に応じた多様な学び方へ、多

様な個性、能力を伸ばし、子どもたちが生き生きと学べる新たな学校教育を目指すという
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ことが記載されています。２つ目は、増加する不登校の子どもへの支援やインクルーシブ

教育の実現について、３つ目は、地域の多様な社会資源と連携協働について、４つ目は、

誰もが生涯を通じて何度でも学び直しができることについて記載されています。 

 ③多様な人が出会い、支え合い、活動できるコミュニティの醸成です。１つ目は、全て

の人に居場所と役割があるまちづくりということで、教育にかかわらず、世田谷区民全員

にというところでございます。地域コミュニティーを図っていくわけですが、ここには教

育も当然関わってくるということになります。また、多様性の認め合いとか、様々なこと

が書かれておりますが、こちらは後ほど御覧いただければと思います。 

 続きまして、これまでの総合教育会議の経過でございます。区長からも説明がございま

したので、端的に説明させていただきます。 

 まず、平成27年から学びの質の改革を主軸としまして、議論を重ねてまいりました。具

体的には、学びの多様性、幼児期の遊びと学び、配慮を要するお子さんへの支援、自己肯

定感、ＳＤＧｓ、ＩＣＴ、教員の多忙化、不登校の子どもたちへの学びなどをテーマにし

てまいりました。 

 下の丸ですが、先ほどもちょっと話しましたが、幼児教育における自己肯定基盤として

の非認知能力について、学校外の子どもの居場所、また、多世代との関わり、３点目が、

体験、経験の豊かさ、４点目が、未来への予測が困難な時代における正解がない問題への

アプローチ、また、他者と意思疎通して解決の道を開くなど、学びの質の改革の必要性に

ついて、５点目が、１人１台のタブレット端末が整った中での個別最適化された学びにつ

いて、次が、ＳＮＳの普及、生成型ＡＩの技術革新に伴うものや、ネットリテラシーに関

すること、また、考えたことを理論的に構築し、人に伝えていく機会にもつなげていくこ

と、次が、不登校で悩んでいる子どもの増加について、次が、新たな施設整備、ＩＣＴを

活用した支援など、さらなる不登校対策の必要性について、次が、通いたくなる学校への

転換、下から２つ目が、教員の多忙化、その一方で地域や学校外の人たちが学校運営する

ことの重要性、最後が、不登校支援やインクルーシブ教育など、公立学校の中における新

しい学びの場の創出について記載がされています。 

 最後に、教育大綱の視点でございます。こちらは教育全体を捉えているものではなくて、

これまでの総合教育会議で議論したことや、区の基本計画の答申を踏まえまして、重要な

ポイントを掲げていると思っていただければと思います。こうした視点を持ってこれから

御議論していただくことになります。まず１つ目ですが、子ども自身の意見の表明、参画
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に関すること、次が自己肯定感の尊重であったり、挑戦できる教育を目指すこと、３つ目

のセンテンスが、知恵や力を合わせていく機会の創出について記載がございます。２つ目

の丸は、例えば世界の課題や地球環境問題に向き合うなど、子どもと大人が語り合うこと

であったり、共に学ぶことについて、２センテンス目が、地域課題の解決策や関心が高い

テーマについて掘り下げ、探求的に学ぶこと、また、個性、能力を伸ばす学校教育の転換

について記載しております。最後ですが、こうした予測困難な時代にあって、子どもから

大人まで学ぶ者が行動することのできる社会性を獲得するためにはということで、区及び

教育委員会との連携、また、地域や関係する団体と連携協働した新たな価値を見いだす教

育を目指すということが記載されております。 

 簡単ではございますが、私から資料の説明は以上となります。 

 では、ここから区長と教育委員会による議論となりますので、進行は区長にお願いいた

します。よろしくお願いいたします。 

○保坂区長 それでは、早速、教育大綱の議論をしていきたいと思います。 

 冒頭、ちょっとお話ししましたけれども、総合教育会議の法律上の重要な役割というの

が教育大綱を定めるということになっています。 

 実は１回目の総合教育会議が開かれたときに、当時の教育委員会の教育ビジョンという

のができていましたので、それを丸ごとゼロから組み立てるのは大変なので、時間もない

しということで、そこでスタートしました。それ以来、７年、８年、今説明をしたような

議論を続けていますので、今回、実は教育大綱を議論の中からつくるという初めての挑戦

になります。つまり、総合教育会議、区民に公開した場でこうやって議論してきたことを

もう１回集約し、煮詰め、また、現状の課題に照らし合わせながら、しかも、どちらかと

いうと教育の大きなあらあらの方向性について、こういうことでいこうというのが大綱で

すから、そこに何を盛り込んでいくのかを議論していきたいと思います。 

 教育大綱の視点ということで、第１番目にあるのは、子どもの権利条約の事実上の国内

法として、こども基本法というのができ、世田谷区も子ども条例を持っていて、子どもの

運命、子どもの環境、子どもに関わることは、子ども自身が成長、発達において意見を言

う権利があるということを明確に―ようやく日本でもそこが前提となって、これから子

ども政策を考えていこうということになったので、そこに関連したことはやはり何らかの

形で入れたいと思っております。 

 それから、学び方、学びの質の転換の話を第１部でしましたけれども、それをチームで
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シェアし、友達と共有し、助け合い、そして、難題に対して力を合わせる、こういうよう

な力というのが今後必要になるのかなというのが、この視点の中に書かれています。 

 もう一つは、ＳＤＧｓと書いていますけれども、今日も線状降水帯が西日本のほうで相

当大雨を降らしていて、被害が広がっているということが報道されています。こういった、

過去まるでなかった極めて激烈な豪雨―カナダの火事がニューヨークを全くスモーク状

態にしちゃったと。３日前にフランス在住の方とシンポジウムで話したら、今、ヨーロッ

パにその煙が来ているそうです。というようなことについて、今後の学校教育や学び、あ

るいは、学校外での子どもの育ちと、現にある気候危機をはじめとした格差、貧困の問題

とか様々なことの現実に向き合うという部分も必要なのかなとこの視点で書いておりま

す。 

 第１部の議論もありましたけれども、不登校の子どもたちから、学校に通い続けながら

悩んでいる子たちまで、教員の現状まで、全部包括しながら、90校、たくさんの子どもた

ちと大人たちの中での合意形成をしながら、教育の改善を図る、こんなことを盛り込めた

らいいなと思っております。 

 では、一人一人、こんなキーワードが入るといいなということで、会場の皆さんにも後々

書いてもらいますけれども、澁澤先生から順番にお願いできたらと思います。 

○澁澤委員 教育大綱というのはどういうものかという細かい規定は、実は国の中でもな

くて、ここに書いてあるとおりの文章しかないんです。一体どういうものかということを

考えたときに、これは私の個人的な見解ですけれども、憲法の序文に当たるものだと思う

んです。具体的に細かい記述はないにしても、何かあったときに考え方の基礎に戻るとこ

ろ、要するに、自分たちが悩んだときに、もう１回、教育とはそもそも何なんだ、私たち

は何をやらなきゃいけないんだということに戻れる場所というようなものなのかなと私は

思っています。 

 これからの時代―先ほど言った、視点を子どもに戻して、多様性を認めるという議論

をずっと今までしてきましたけれども、これを私自身に置き換えてみると、私が本当に人

生の中でやらなきゃいけない自分の生き方はこれだなと気づいたのは、申し訳ないんです

けれども、50歳を過ぎてからなんです。小学生のときに自分のやりたいことを見つけなさ

い、中学生のときに自分の進路を決めなさいというのはしんどいと思います。ですから、

少なくともいろいろなチャンスがあるんだよ、何をトライしてもいいんだよ、その中で、

何となく自分が心を誘発されて、心に火がつくのはこんな方向かなということを見つけら



40 

 

れる状態を学校教育がどうつくってあげられるかというレベルでしてほしいなと思うし、

逆に自分の生き方を中学までに見つけなさいと言われても、とても困るなと思います。そ

れが大前提です。 

 それから、この文章の中で、多様性という言葉がたくさん出てきます。今、社会の中で

も、それこそ性の多様性とか生き方の多様性とか、多様な何々というふうに、多様という

言葉がつくことが物すごく多いんです。 

 私たちも多様性というのは重要だと思っていました。例えば地球温暖化ということが騒

がれ出したのは、実は1992年のリオデジャネイロの地球サミットからなんです。そこで持

続可能性、サステナビリティーという言葉が初めて出てきます。その中で、２つの視点か

らものを見ていこう、１つは生物多様性の視点、もう一つは地球温暖化と言われている気

候変動の２つの視点でこれからの環境問題を考えていこうと合意されました。 

 その出された気候変動は、例えば温暖化はしないようにしたいよね、つまり、正解値が

見つかるんです。ところが、生物学者の中でも、何で生物多様性が重要なんですかと問わ

れたときに、それはそもそもこういうことなんだということをはっきり言える人は誰もい

なかったんです。要するに、それは地球が多様だからという答えでしかなかったです。 

 この多様性というのは、私たちがやっている生物学から考えると、例えば私たちの体は

大体37兆個ぐらいの細胞でできているんですが、その細胞というのは大体２か月から３か

月ぐらいでほとんど新しいものと入れ替わっていきます。何と入れ替わるかというと、私

たちの食べたものと入れ替わっていくんです。つまり、私たちの体の中では、絶えず細胞

が死にながら、また新しい細胞が分裂によって生まれていくという形で、私たちは命をず

っとつないでいきます。なおかつ、それを支配するのは、ＤＮＡという遺伝子のプログラ

ムなんです。 

 ところが、私たちの体の中には、37兆個の細胞よりはるかに多い40兆個ぐらいの細菌が、

皆さんお一人お一人の体の中に現実に今生きています。その細菌のおかげで私たちは消化

をすることができるし、免疫機能を健全に保つことができるし、自律神経を健全に保つこ

とができるということです。これは何も細菌だけじゃなくて、ウイルスだとか、古細菌だ

とかという、もっと原始的なものを考えると、人間の遺伝子よりはるかに多い数の遺伝子

が私たちの体の中をつかさどっています。それが絶えず生まれ変わっています。 

 つまり、一体自分とは何ぞやということなんです。自分というものは実はなくて、それ

は絶えず動いているもの、社会とつながっているものです。私たちは皮膚がありますから、
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そこで境だと思っていますけれども、顕微鏡で見れば、皮膚なんていうのはすかすかで、

幾らでも出たり入ったりということが自由な状態で、そんな中で、私たちはそれぞれが宇

宙の銀河として浮いているぐらいの個別の塊として、まさにそれが身体性として生きてい

る。ということは、生物的には、ここの空間は実は全部つながっているということなんで

す。 

 ここでは、皆さんお一人お一人、個性と思われるかもしれないですけれども、実は生物

学的に見たら、この空間というのはほとんどつながっている状態で、全部の命がつながっ

ているからこそ、１人の命が欠けても、そのバランスは全部壊れるということなんです。

地球の裏側で１匹の虫が死んでも、あるいは、今のウクライナの戦争で１人の方が亡くな

っても、今、こちら側にいる私たちの命も全部つながっているということなんです。です

から、地球の命のバランスを取るためには多様性が必要なんですよという議論が生物学的

な議論です。 

 だけれども、ある意味では、これはやはり物の考え方においても、本質として捉えるべ

きだと思います。要するに、相手の人は異様だけれども、自分とは違うけれども、認める

ではないんです。自分と一緒だから、違うものを認めると。それを導き、築いていけるよ

うなことがやっぱり教育の根幹にあるべきなのかなと思っています。 

 それを制度に落としていくのは、まさにここに書いてある基本構想ですとか計画だとか

というのは、教育委員会の事務方、あるいは先生方が入って、そこで具体的につくってい

きますが、憲法の趣旨にあるものはみんながつながっているんだよ、みんなで一緒に生き

ていこうという精神なのかなと私は思っております。 

○保坂区長 大綱をつくる上で大変ハードルが上がったかなと。相手とは違うから、お互

い認めましょうねと私も含めて言っているんですが、命全体として、人も他の生物も地球

自体も捉えていこうと。ということは、個々の命は有限、いつか寿命を迎えて亡くなるわ

けですけれども、私たちは祖先が様々やってきたことの記憶の中で生きている、そして、

教育大綱に記そうということも、50年後、100年後にも検証にたえるようなものをつくって

いこうと。つくるのは大変ではありますけれども、必要な問題提起、ありがとうございま

した。 

 それでは、鈴木委員、お願いします。 

○鈴木委員 非常に壮大なお話の後だったので、なかなか難しいかなと思うのですが、保

護者としては、子どもをこの世田谷で育てたい、安心して任せられる教育があるという安



42 

 

心感と信頼感の２点があることを明確に打ち出している内容が重要なのかなと考えていま

す。それから、未来の世田谷に生きる子どもの姿をどのように描くのかも必要かと。どん

な資質を求められて、どんな資質が必要なのか、そのあたりを考えて、文章化というか、

表現していただければいいと思います。 

 それから、せっかくですので、世田谷の強みみたいなのがあればいいのかなと。恐らく

東京23区の中でも世田谷は、自然だったり、教育だったり、いろいろな面で、ほかの区に

はない強みがあると思いますので、そのあたりも検証しながら、大綱を作成していくとい

いのではないかと考えております。 

○保坂区長 ありがとうございました。確かに世田谷区で子育てをしていこうという中で、

教育に対する信頼とか、教育を支える地域がどうなっているかということもすごく大事だ

と思いますし、子どもというところにフォーカスすると、この教育大綱では、子どもたち

はどう考えるのか。これも先ほどこども基本法なり、子ども条例を紹介しましたけれども、

ぜひ聞いていきながら、つくりたいと思います。 

 それでは、中村委員、いかがでしょうか。 

○中村委員 今、鈴木委員のほうから、安心感とか信頼感というお話がありました。私が

現場にいるときから非常に課題と捉えていたことの一つが、具体的に言うと、２月１日、

２日の小学校６年生の教室がすかすかになってしまうことです。皆さん、御存じですか。

世田谷区は30％以上の児童が私立中学に進学します。これはパーセントだけを見れば、都

内ではそんなに高くはないですが、子どもの数掛ける30％にして、実際の進学者数にした

ら、多分、東京23区というか、東京都全体の中では、１位、２位を争う区なんじゃないか

なということです。 

 つまり、世田谷区の教育施策とか、世田谷区の学校教育より、私学教育のほうに関心の

高い方々が一定数いるということ、しかも、全員が合格しているわけじゃないですから、

例えば掛ける1.5倍とすると、５割の方が受験している可能性もあるわけです。ということ

は、今言ったように、５割の方が私学教育のほうに関心が高いという現実の中で、我々は

教育大綱をつくらなければならないという、東京の大都市ならではの宿命があるというこ

とです。なので、非常に理想は高いですけれども、そういったことも含めて、一人でも多

くの方に共感していただけるような教育大綱をつくる必要があると私は思っております。 

 今、国の振興計画の中でもよくウェルビーイングと言われますけれども、子どもの幸福

ということを第一に考えれば、どなたでも共感していただけるのかなと思いますし、それ
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から、多様性のこともありますが、そういったことを踏まえて教育大綱を考えていければ

いいなと思っております。 

 以上です。 

○保坂区長 中村委員、坂倉委員のビデオレポートの中に、神山町の5000人というサイズ

で、ＰＴＡの30年前の男性たちが中心になって、いろいろやっていこうよ、やっちゃおう

という話を世田谷に当てはめた場合には、あまりにも世田谷区は大き過ぎるよねというと

ころで、学び舎単位でみたいなお話がありました。これも世田谷区で20年近く前ですか、

地域運営学校、そして、学び舎というスタイルをつくっていますが、その点と教育大綱、

地域と学校みたいなところは御意見いかがでしょうか。 

○中村委員 区長がおっしゃったように、世田谷区全体となると、なかなかフットワーク

という点で難しいところがあるかもしれませんが、中学校区を１つの単位として考えると、

いろんな教育活動の可能性が高くなってまいります。 

 私は以前、違う仕事をしていて、介護保険の世界で、住民の助け合い活動の団体を増や

すというのが目標であったんですが、やはり基本の単位としては中学校単位と言われてい

ます。いろんな物事をするのに中学校単位というのが、世田谷区でいえば、既に学び舎と

いう基本単位が出来上がっています。ただ、残念ながら、学び舎によって多少の温度差は

現状ありますし、単なる学校間の連携活動にとどまっています。もっと視野を広げて、い

ろんな教育活動、例えば教育長が以前やられた、おやまちプロジェクトのようなものが１

つの大きなサンプルになると思いますので、そういった形で、今後、学び舎の活動を活性

化していくということも１つの視点としてあると考えております。 

○保坂区長 ありがとうございました。 

 それでは、教育長からは、映像のほうも提供したいと聞いております。お願いします。 

○渡部教育長 私からは、少し視点を変えてお話をさせていただきたいと思います。 

 皆さんにお配りしている世田谷区基本計画審議会の答申でも、①子ども・若者が笑顔で

過ごせる環境の整備の中の一番最初のところに「子ども・若者の声をしっかりと聞き政策

に取り入れる」と書いてあります。それから、教育大綱の視点の中にも、一番上のところ

に「子ども自身が意見を述べて、参画することが出来る基盤を整えます」と書いておりま

す。このように、こども基本法が今年の４月に施行になって、これからの教育では、子ど

もの声を聞くということが重要になってきます。 

 そこで、６月に生徒会サミットというのを行いました。生徒会サミットは、中学校の29
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校の代表の生徒が集まって、各学校での取組を共有するとともに、世田谷区全体の取組を

高めていくということを狙いにしています。 

 この生徒会サミットで、ユニセフの方に来ていただいて、子どもの権利条約について話

を伺って、自分たちの生活と子どもの権利条約がどのように結びついているかということ

を学びました。子どもたちは新たな気づきを持って、自分たちのことだけでなく、世田谷

区内の中学校全体のことを知りたいと思いました。 

 そこで、この考えを全校に広げるために、生徒自身が出演してビデオを撮りました。そ

のビデオを、５分間なんですけれども、短くして２分間でお見せしたいと思いますので、

お願いします。 

（ビデオ上映） 

○渡部教育長 ありがとうございます。 

 このビデオの中にもありましたが、生徒は学校によって違いがあるということに気づい

て、全校の生徒の考えを知りたいといって撮ったものです。子どもたち自身が自分たちの

学校のことを知るという試みは、既にこのように始めています。 

 また、校長会でも今年度の基本方針というのを私がお話しすることになっているんです

が、４つの方針の中の一つに子どもの声を聞くということを挙げています。子どもの声を

聞くのには、子どもの声を聞いて、学校のどこかに生かしていくというのと、先生方がよ

くお話しなさっているのは、子どもに寄り添って、子どもの心の声や願いを聞くというふ

うに、２つのことがあると校長先生と話をしていて気づきました。学校によっては、生徒

会の意見をこんなふうに生かしていますという学校もあれば、子どもの考えを知るところ

がないので、２番のほうから先にやるという校長先生方もいました。２番から始めている

学校のほうが多いと思っていますが、子どもの声を聞くという取組は少しずつ前進してい

ると思っています。 

 このように、様々なときに子どもの意見を聞くということが、これから先はとても重要

になっていくので、大綱の中にもこのような考え方を示していければいいのかなと思って

います。 

 以上です。 

○保坂区長 ありがとうございました。 

 残りの時間が少なくなってきましたけれども、子どもたちも子育てをめぐる親子でも、

あるいは、地域と子どもたちの関係でも幸せである、ウェルビーイングですか、お互いの
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よいところをちゃんと見て、酌み取りながら穏やかに、なおかつ、それなりに社会的にも

必要な方向に子どもたちが育っていく、そんな基盤が世田谷区であればいいと思います。 

 最後に、教育大綱にこれはどうしても入れていこうという言葉、キーワードを少し短め

に言っていただいて、まとめていこうと思いますが、今度、順番を変えましょうか。中村

委員からお願いします。 

○中村委員 先ほどから出ているように、多様性もありますし、今出たようなウェルビー

イングということもあると思いますが、その辺をぜひ盛り込んでいただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

○保坂区長 多様性とウェルビーイング。 

 ウェルビーイングという言葉は、教育長、最近、いろんなところで使われているんです

が、もうちょっと中身をしっかりしたものにしながら、伝えていかなければいけないとも

思いますけれども、そのあたりはいかがですか。 

○渡部教育長 このウェルビーイングの考え方というのは、皆さんも御存じかと思ってい

ますが、国の教育振興基本計画の中に大きくうたわれています。今まではウェルビーイン

グというところに重きを置いてこなかったんですが、子どもが自分の幸せとともに、ほか

の人たち、周りの人たちの幸せも考える、日本型のウェルビーイングが必要になります。

ただ単に自分が幸せなハピネスとは違っていて、自分とほかの人との協働の関係の中で成

り立っていく、それが日本型のウェルビーイングと言われています。教育の中では、自分

だけのハピネスを追求するのではなくて、ウェルビーイングとして、自分もほかの人も一

緒に幸せになっていくという考え方を取り入れていきたいと考えています。 

○保坂区長 これは、いつだか、オランダの教育とかの話を聞いたときに―デンマーク

だったかな。とにかく、自分はすごい点を取ったということがハッピーではなくて、みん

なでやったということが一番幸せなんだという話を聞いて、やっぱりそれは大事だよなと

思ったことがあります。 

 そのウェルビーイングに続いて、何か教育大綱の中に入れたいことがあったらお願いし

ます。 

○渡部教育長 この場で何回もお話をさせていただいていることなんですが、私は、学び

の最前線にいて、直接子どもに接する先生方こそが子どもたちに未来への希望を語ってほ

しいといつも思っています。そのためには心の余裕が必要でして、子どもの変化に応じて

教育を転換させていくのは、もちろん先生方は理解していますが、余裕がないというとこ
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ろで、しっかり向き合えていけないんじゃないかと思っています。先生方の負担感ばかり

が増すのでは、効果が現れなくなることもありますので、先生方が余裕を持ってしっかり

と向き合えるようにしたいと思っています。 

 今年度は、働き方改革のモデル校をつくって、実践を重ねています。それから、全校長

先生に働き方改革の研修も行いましたが、まだまだ十分だとは言えません。このことには

十分留意していきたいと思っていますので、多分、表面的には出てこないと思いますが、

それが考え方として基盤になっていけばいいなと思っています。 

○保坂区長 子どもに接する先生方自体が寝不足だったり、追われていたりして、対話す

る余裕がないというところがあるとすればというか、そういうふうに言われていますので、

よかれと思って、いろんな改革を打ち出す、それが多忙化をさらに加速、より忙しくなる

というような悪循環を断たなければいけないというところも大事な点だと思います。 

 それでは、澁澤委員、お願いします。 

○澁澤委員 先ほどの教育長のお話にあったんですけれども、本当はここに子どもがいな

きゃおかしいんだなということに気づきました。今回の教育大綱は無理かもしれないです

けれども、本当は子どもたちに教育大綱をつくってもらって、僕たちはちょっとアドバイ

スするぐらいの感じが本来の教育大綱かもしれないです。だって、10年後、20年後は彼ら

が中心になるわけですから、そんなことをまず最初に思いました。 

 それから、ウェルビーイングの話にかかって言うと、やっぱり人生はドゥー（DO）では

なくて、ビー（BE）なんだと思います。ビーというのは、どう生きるかという、まさに生

き方というのがウェルビーイングです。職業選択をさせるために教育をするのではなくて、

生き方をどうつくっていくかということに尽きるんだと思います。生き方づくりのサポー

トをどうやって教育の現場でできるのかということが重要ですし、そのためには、確かに

今の教科というものが重要なのかもしれませんけれども、それにとらわれずに、本当は総

合的な視点を持って俯瞰的に物事を判断していくという、難しい言葉でメタ認知とかとよ

く言われています。非認知的能力も含めてなんだと思いますが、ある意味では、社会を冷

静に批判的にクリティカルに見て、自分の生きている場所、それから、これから進もうと

していることを総合的に考えられる子どもになってもらいたいなと思っています。 

 まさにそれが各自が持っているそもそもの―さっき個才というお話が前のフレーズで

出ましたけれども、まさに持っている才能をどう世の中に解き放していけるか、縛ってい

るものを解き放すという視点で、私たちは教育というものを考えるべきなのかなと強く感
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じております。 

 以上です。 

○保坂区長 チャットＧＰＴの話もちょっと出ていて、まだ技術的に黎明期だけれども、

今、物すごい勢いで生成ＡＩが広がっていますし、大人が生きている社会、子どもたちの

現場にも多分入ってきているんだろうと思います。 

 これについて、世界各国でも相当議論が行われていて、この技術が人類を飛躍させると

いう楽観的な面だけではなくて、人類を相当退化させてしまうのではないか、あるいは、

暴走が起こるんじゃないかというようなことも懸念されています。確かに私もいろいろ試

してみると、すごいなと思う反面、こんなでたらめなことを断言するのという驚き。今こ

の段階だからという問題かもしれませんけれども、考えるとか、問うとか、分からないか

ら試行錯誤して、そこで認識を得るみたいなことをさんざん我々はやってきたことを、ボ

タンを１つ、キーボードを押せば、何か答えが返ってくるということと、ここで今必要な

学びの質の改革というのは、相当クロスするけれども、そこで違いもくっきり出てくるの

かなと。そこは非常に表すのが難しいですが、その点はいかがですか。 

○澁澤委員 まさにこの議論は、チャットＧＰＴを使われるとすぐ分かると思うんですけ

れども、世田谷区の教育大綱をこれから改定しようと思います、それに対してどういう案

がありますかというと、多分、物すごく耳触りのいい言葉がちゃんと出てきて、読む人が

読んだら、これは大綱じゃないかと思うようなのが出てきます。それは何も私たちだけの

ツールじゃなくて、子どもたち一人一人もそのツールを持っているということです。その

中で、自分たちがどう問いを発せられるのか、あるいは、チャットＧＰＴに対して何を求

めるのかということ。それは、自分がどう生きていくか、まさにウェルビーイングにつな

がっているんですけれども、自分は何を大切に思って、人との共同関係の中で、どうやっ

て自分らしく生きていくことを幸せと思えるかということを、より子どもたちに深く問う

ていかないと、一番有利なものは何ですかというものに対しては、すぐ答えが出てきます

から、人生を単なる選択にさせないで、自分たちが生き方をつくっていくんだという形に

させていくような姿勢は示していかなきゃいけないなと思います。 

○保坂区長 ありがとうございました。 

 １回目の御発言の中で、本当はここに子どもがいなければいけないというのは、そのと

おりだと思います。ただ、教育大綱をつくる過程で、教育委員会と連携がうまくできれば、

子どもたちが持っているタブレットに骨子というんですか、骨組みを投げて、子どもたち
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はどう思うかみたいなことでお尋ねすることも、これは従前よりも非常に簡単にできるよ

うになり、そして、多くの意見を集合して考えてみるようなリアルな場も追求してみたい

と思います。これからの総合教育会議の次回か次々回には、子どもたちも登場できる回に

したいと思いました。 

 それでは、どんな教育大綱にしたいかということで、鈴木委員からお願いします。 

○鈴木委員 先ほど私が最初にお話ししましたが、未来の世田谷に生きる子どもの姿をど

う描くかということで、今いろいろなキーワードを考えてはいたのですが、私たち大人が

考えるキーワードも大切ですが、先ほど澁澤委員から出た子どもというのも大切ですので、

世田谷の教育を受けてきた若者、高校生だったり、大学生だったり、30代ぐらいまでの方々

から出たキーワードというのも大切なのかなと私は感じます。ぜひ若者の意見も取り入れ

た大綱になればと考えております。 

 以上です。 

○保坂区長 ありがとうございました。 

 今、基本計画がつくられようとしていて、その答申の中に教育をめぐるあの記述があっ

たということで、事務局から紹介があったと思います。この中にも、子ども・若者にフォ

ーカスした内容がありまして、子どもだけじゃなくて、18歳から20代、30代の人たちにも

意見表明をしてもらいというようなことを経て、計画自体も策定していきたいと考えてい

ます。そういった中で、若者の声も聞いていけたらなと思います。 

 これで一通りお話を聞いたんですが、何か語り漏らしているということで御発言はあり

ますか。大丈夫ですか。 

 それでは、簡単に取りまとめて、第２部を終了したいと思います。 

 教育大綱というのは―学校教育、あるいは、学校の外で誰に出会い、学ぶかというの

は、私自身の場合や周りの子どもたちを見ても、この人に出会ったからこうなったんだよ

ねという非常に分かりやすい、極めて短期的に、ほんの１週間だけでも子どもは変わって

いくんだなと。可塑性に富んでいるといいますか、子どもたちが―今、ウェルビーイン

グというお話がありましたけれども、世の中というのはなかなか楽しくないんじゃないか、

自分１人いたからといって、どうにもならないんじゃないか、もっと言うと、誰からも必

要とされていないのかもしれない、自分の命なんていうのはあまり意義のないものかもし

れないと思って悩んでいる子どもたち、若者たちが世田谷区内でも非常に多いんです。そ

うではなくて、この世の中で、非常に希望を失うような、かなり大変な将来像なり困難な
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課題はあるけれども、こうやって１つ、自分の生き方をつくってみよう。それを小中学生

のときに全部発見しろというのは無理な話かもしれませんけれども、こんなふうにやって

みたいなという、ちょっと心が温かくなるようなポジティブな出会いや発見や学びが―

もっと世田谷区を見渡すと、大変多くの教育機関もありますし、研究所もありますし、ま

た、専門的な技術を持ったエンジニアの方や、あるいは都市農業もありますし、とてもた

くさんあるんです。 

 学校からちょっと外に出て、町全体を学校にしようみたいな発想も今日いただきました

けれども、やはり子どもたち自身が内側から静かに燃焼していくような、自分の体にしっ

かり入っていくような学び、育ちの環境をつくっていけたらと思いますし、極めて抽象的

かもしれないですけれども、今後、最終的には具体的な方針に落ちていく際の一番最初の

デッサンだと思います。ぜひ、会場の皆さんも、オンラインで見ている皆さんにも、教育

大綱にこんなキーワードはどうだろうかという御提案があれば、書き入れて提案をしてい

ただきたいと思いますし、そんな呼びかけを子どもたちも含めてやっていきたいと思いま

す。みんなでつくった教育大綱―教育総合会議をやって積み上げた議論とともに、多く

の意見を聞きながら、多分、短い文章になると思いますけれども、教育大綱という形でま

とめようということを今日の総合教育会議で確認したいと思います。 

 そういうことでまとめにさせていただきます。 

 今日は長時間にわたりましてありがとうございました。 

 司会にマイクを戻します。 

○司会 区長、教育委員の皆様、ありがとうございました。 

 以上をもちまして令和５年度第１回総合教育会議を終了させていただきます。 

 なお、本日の総合教育会議は、近日中に世田谷区の公式ユーチューブチャンネルで配信

する予定です。ユーチューブでは、過去の回も配信しておりますので、併せて御覧いただ

ければ幸いです。 

 改めまして皆様、長時間にわたりありがとうございました。これをもちまして終了いた

します。お疲れさまでした。 

午後３時57分閉会 


